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まんのう町役場 　 くらしのダイヤル

まちの動き
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再生紙を使用しています。
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“ひまわりの里まんのう”を食で満喫 ～ひまわり牛が給食に～
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　わ
た
し
が
通
っ
て
い
る
高
篠

小
学
校
に
は
、良
い
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

か
ら
、二
つ
の
活
動
を
し
ょ
う

か
い
し
ま
す
。

　一つ
目
は
、高
篠
小
学
校
で
伝

統
的
に
受
け
つ
が
れ
て
い
る
あ

い
さ
つ
運
動
で
す
。毎
朝
、児
童
会
役
員
と
先
生
方
が
校

門
に
立
っ
て
、大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。わ

た
し
も
、児
童
会
役
員
と
し
て
、あ
い
さ
つ
運
動
に
参
加

し
て
い
ま
す
。そ
の
時
に
は
、高
篠
小
学
校
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
あ
い
さ
つ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
札
を
持
ち
、全
校
生
が
気

持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
活
動
に
は
げ

ん
で
い
ま
す
。大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
人
が
ふ
え
て

き
て
、と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　二
つ
目
は
、毎
年一月
に
開
か
れ
る
高
篠
カ
ル
タ
大
会

で
す
。こ
の
高
篠
カ
ル
タ
は
、三
十
六
年
前
に
鈴
木
鋼
平

校
長
先
生
が
、高
篠
地
区
や
ま
ん
の
う
町
の
れ
き
し
や

し
せ
き
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、読
み
札
と
絵
札
を
作
ら
れ
た

高
篠
小
学
校
ど
く
自
の
も
の
で
す
。住
ん
で
い
る
町
の
こ

と
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、と
て
も
す
ば
ら

し
い
も
の
で
す
。み
ん
な
が
楽
し
め
る
、れ
き
し
あ
る
行

事
が
あ
る
こ
と
は
、と
て
も
ほ
こ
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　わ
た
し
は
、今
年
か
ら

児
童
会
役
員
に
な
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
、た
く
さ
ん

の
行
事
や
学
校
生
活
で
、

み
ん
な
が
協
力
し
た
り
交

流
し
た
り
で
き
る
機
会
を

ふ
や
せ
る
よ
う
に
、工
夫

し
て
い
き
た
い
で
す
。高

篠
小
学
校
を
よ
り
よ
い

学
校
に
で
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

池
田
　小
宵

高
篠
小
学
校
五
年

い
け
だ
　
　
　�

こ
よ
い

高
篠
小
学
校
の
よ
い
と
こ
ろ

学
校
記
者
ク
ラ
ブ
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　2
0
2
2
年
7
月
号
か
ら
10
回
に
わ
た
り「
綾
子
踊
」を
は
じ

め
と
す
る
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た「
風
流

踊
」に
関
し
て
の
記
事
を
皆
様
に
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
綾
子
踊
」を
は
じ
め
と
す
る
民
俗
芸
能
は
特
定
の
地
域
で

保
存
継
承
さ
れ
て
お
り
、認
知
度
が
低
い
の
が
実
状
で
す
。

　今
回
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
きっか
け
に
、ま
ん
の

う
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、日
本
全
国
の
方
々
か
ら
登
録
に
対
し

て
の
お
祝
い
の
言
葉
や「
綾
子
踊
」、「
風
流
踊
」に
つ
い
て
も
っ
と

知
り
た
い
と
い
う
よ
う
な
お
声
を
多
数
い
た
だ
き
、地
域
の
伝
承

に
とって
励
み
に
な
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　ま
ん
の
う
町
に
は
、「
綾
子
踊
」の
他
に
も
、国
の
名
勝「
満
濃

池
」や
国
の
史
跡「
中
寺
廃
寺
跡
」、県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
大
川
念
仏
踊
」な
ど
多
数
の
有
形・無
形
の
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、神
楽
や
獅

子
舞
、ち
ょ
う
さ
を

は
じ
め
と
す
る
皆
さ

ん
が
お
住
い
の
地
域

の
お
祭
り
な
ど
も
大

切
な
文
化
財
で
す
。

　今
後
も
町
民
の

皆
様
が
よ
り一層
文

化
財
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う

情
報
発
信
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
　生
涯
学
習
課
　☎
8
9
–
7
0
2
0

問

ຬೱඉʢࠃͷొ༗ܗจԽࡒʣ தࣉഇࣉʢࠃͷ࢙ʣ

御
礼

コ
ラ
ム
の
終
了
に
際
し
、

େ�ඒथさん
おおにし　　   みき
ຬೱதֶߍɹ2

野
菜

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

野
菜

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

（γϑΥϯέーΩܕ��DN）

［ か ざ り 用 ］

●本誌に記載のある行事等につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により中止または順延となることがあります。



●４月から、18歳になる年度末まで医療費が無料になります。
●R5.１月より、子ども家庭総合支援拠点を福祉保険課に設置し、
　子ども家庭の様々な相談を受けられるよう体制を整備しています。

●以下の計画を策定します。
　Ҭࢱɿ第２次まんのう町地域福祉計画
ɿまんのう町高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画ࢱऀྸߴ　
　োऀࢱɿ第７期障害福祉計画、第３期障害児福祉計画
ɿまんのう町国民健康保険第４期特定健康診査実施計画ۀࣄݥอ߁ຽ݈ࠃ　
　第３期保健事業実施計画（データヘルス計画）

●不妊症や不育症に係る治療費の助成及び出産・子育て応援給付金の支給により、子育て世代を経済的に支援します。
●「産後うつ」や新生児への虐待を防ぐため産後ケア事業を一層充実させ、妊娠前から子育て期まで一貫した伴走型支援を実施します。

みんながいきいきと支え合って暮らせる1

●こども園で、ICTを利用した幼児教育に取り組みます。
●駐車場が狭くて利用がしにくい四条こども園の駐車場を整備します。
●順次進めている学校施設のLED化について、R５年度は高篠
小学校、高篠こども園で実施します。

●四条公民館では、満濃農改センターとともに公民館活動を
行っていますが、農改センターは老朽化が進み改修には多く
の費用を要することから、四条公民館の増築工事を行い、機
能の充実を図ります。
●町内スポ－ツ活動発展のため、琴南体育館及び屋外施設の
照明設備ＬＥＤ化工事を実施します。

●遊休農地・耕作放棄地の解消及び山間地など条件不利地
域での農業生産基盤の整備は、非常に重要な課題ととら
えており、土地改良区と連携を図りながら適正かつ円滑に
実施します。

●本町の「綾子踊」を含む国指定重要無形民俗文化財４１件が
「風流(ふりゅう)踊」として、R4.11.30にユネスコ無形文化遺
産に登録されました。この登録を契機に、綾子踊の更なる保
存継承・普及啓発を図るため、佐文綾子踊保存会と連携し、
公開事業や看板整備等を実施します。

豊かな学びと生きがいを育む2

●様々な人権教育や人権啓発を推進するため、平成２８年に施行された部落差別解消推進法、障害者差別解消法、ヘイトスピーチ
解消法の３つの法律により引き続き差別の解消に向けた取り組みを行ってまいります。

●男女共同参画の推進では、誰もが自分らしく、社会の中で幸せに生きていくために、お互いの人権を尊重し合い、それぞれの多
様なあり方を認め合うことが求められています。しかし、性別による差別や偏見、ＬＧＢＴＱを含む性的少数者に対する配慮なども
課題となっており、人権問題の解消に向けた取り組みを行います。

多様性を認め合う社会を築く3

施
政
方
針

令
和
５
年
第
１
回
ま
ん
の
う
町
議
会
定

例
会
で
栗
田
町
長
が
述
べ
た
施
政
方
針

に
つ
い
て
主
な
事
業
や
施
策
の
概
要
を

掲
載
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
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உঁڞಉࢀըのਪਐ

ਓݖଚॏࣾձの࣮ݱ

●英語のスピーキング力の向上のために、オンライン英会話
を、中学校２年生と小学校６年生の英語科の授業に取り入れ
ます。生徒一人に対し外国人一人が対応する、オンライン英
会話を採用し、スピーキング力の向上を目指します。
●中学校の部活動については、文部科学省が、R５年度～R７年
度までの３か年において、休日の部活動について地域移行を
進めることを打ち出しており、どのような形の地域移行がで
きるのか検討します。

ҭ内容のॆ࣮ڭ

自ら学び・支えあうまち
●本格的に耕畜連携事業の推進にかじを取り、
　ＷＣＳ用稲の作付けに取り組む体制を整えます。
●農業委員、農地利用最適化推進委員全員にタブレットを配布
して農地管理のＤＸ化を進めます。
●地域の農地をより具体的また適正に利用するために、農業に
関する「地域計画」の策定に着手します。

しごとを創出する4

վྑۀࣄ

農 ۀ の ৼ ڵ ●森林管理についての基本的な方向性をとりまとめた、森林
基本計画を策定します。
●子育て・幼児教育・学校教育を通じた「木育事業」や「みどり
の学校推進事業」などに取り組みます。

 林 ・ 林 ۀ

●まんのうひまわり振興協議会を中心に、一層の品質向上を目
指して作付け補助事業を実施し、昨年度とほぼ同じ、約１５ヘ
クタールの作付けを計画しています。

ͻ ま わ Γ

●農地への害獣進入防止柵の設置について補助事業を実施
するとともに、鳥獣駆除事業により補助金を交付して捕獲
を促し、イノシシ等個体数の減少に努めます。

༗ௗ्ରࡦ

●原油価格・物価高騰等で厳しい経営状況にある町内事業者
及び住民の生活を支援するため、「プレミアム３０％付きの商
品券」を発行します。

  ؔ 

●若者住宅取得補助事業や地域木材利用促進補助事業を引
き続き行います。
●大学等奨学金の返済に苦しんでいる若者を支援するため、
新たに「まんのう町定住者大学等奨学金返還支援補助事業
を実施します。

Ҡॅ・ఆॅ

●あいあいタクシーや福祉タクシー券助成事業を引き続き行います。
●持続可能な公共交通網の実現に向け、地域公共交通計画
を策定します。

●R４年度より開始した、ごみの祝日収集を引続き行います。
●一人暮らしの高齢者や障害を持たれた方などを対象とした、ゴミの「ふれあい戸別収集」を試験的に
　導入します。

快適な暮らしを支える5

地域課題をみんなで解決する6

ごΈのదਖ਼ͳॲཧのਪਐ

●水質保全の観点から、合併処理浄化槽整備への助成制度を
引き続き実施します。

ੜ׆ഉਫのదਖ਼ͳॲཧのਪਐ
●地球温暖化の防止と資源保護の観点から、住宅用太陽光の
発電システム及び蓄電システムの導入助成制度を引き続き
実施します。

ٿԹஆԽࢭରࡦのਪਐ

ަ ௨ ର ࡦ

●「島ヶ峰地区そば栽培体験事業」や「川奥そば打ち道場」など
のグリーンツーリズム事業を中心に、地域活性化を促進する
ための事業を継続的に取り組んでいきます。

ڵೆ۠のҬৼۏ

●仲南地区の全国に誇れる伝統ある行事「仲南地区町民バ
レーボール大会」が幕を閉じることとなりましたが、各公共施
設を一体的に活用し、「教育」「文化」「スポーツ」の拠点として
地域の交流や活性化を図ります。

ೆ۠のҬৼڵ

ゆったり暮らせるまち

農林商工・観光が息づくまち
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●４月から、18歳になる年度末まで医療費が無料になります。
●R5.１月より、子ども家庭総合支援拠点を福祉保険課に設置し、
　子ども家庭の様々な相談を受けられるよう体制を整備しています。

●以下の計画を策定します。
　Ҭࢱɿ第２次まんのう町地域福祉計画
ɿまんのう町高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画ࢱऀྸߴ　
　োऀࢱɿ第７期障害福祉計画、第３期障害児福祉計画
ɿまんのう町国民健康保険第４期特定健康診査実施計画ۀࣄݥอ߁ຽ݈ࠃ　
　第３期保健事業実施計画（データヘルス計画）

●不妊症や不育症に係る治療費の助成及び出産・子育て応援給付金の支給により、子育て世代を経済的に支援します。
●「産後うつ」や新生児への虐待を防ぐため産後ケア事業を一層充実させ、妊娠前から子育て期まで一貫した伴走型支援を実施します。

みんながいきいきと支え合って暮らせる1

●こども園で、ICTを利用した幼児教育に取り組みます。
●駐車場が狭くて利用がしにくい四条こども園の駐車場を整備します。
●順次進めている学校施設のLED化について、R５年度は高篠
小学校、高篠こども園で実施します。

●四条公民館では、満濃農改センターとともに公民館活動を
行っていますが、農改センターは老朽化が進み改修には多く
の費用を要することから、四条公民館の増築工事を行い、機
能の充実を図ります。
●町内スポ－ツ活動発展のため、琴南体育館及び屋外施設の
照明設備ＬＥＤ化工事を実施します。

●遊休農地・耕作放棄地の解消及び山間地など条件不利地
域での農業生産基盤の整備は、非常に重要な課題ととら
えており、土地改良区と連携を図りながら適正かつ円滑に
実施します。

●本町の「綾子踊」を含む国指定重要無形民俗文化財４１件が
「風流(ふりゅう)踊」として、R4.11.30にユネスコ無形文化遺
産に登録されました。この登録を契機に、綾子踊の更なる保
存継承・普及啓発を図るため、佐文綾子踊保存会と連携し、
公開事業や看板整備等を実施します。

豊かな学びと生きがいを育む2

●様々な人権教育や人権啓発を推進するため、平成２８年に施行された部落差別解消推進法、障害者差別解消法、ヘイトスピーチ
解消法の３つの法律により引き続き差別の解消に向けた取り組みを行ってまいります。

●男女共同参画の推進では、誰もが自分らしく、社会の中で幸せに生きていくために、お互いの人権を尊重し合い、それぞれの多
様なあり方を認め合うことが求められています。しかし、性別による差別や偏見、ＬＧＢＴＱを含む性的少数者に対する配慮なども
課題となっており、人権問題の解消に向けた取り組みを行います。

多様性を認め合う社会を築く3

施
政
方
針

令
和
５
年
第
１
回
ま
ん
の
う
町
議
会
定

例
会
で
栗
田
町
長
が
述
べ
た
施
政
方
針

に
つ
い
て
主
な
事
業
や
施
策
の
概
要
を

掲
載
し
ま
す
。

令
和
５
年
度

ɹʮୈ̎ ඪฒͼࡦࢪຊඪɾجըʯͷܭ߹Μͷ͏ொ૯·࣍ ʮʹ·Μͷ͏ொୈ̎ ظ
· ɾͪͻͱɾ͠ ͝ͱੜ૯߹ઓུʯͷผࡦࢪʹԊͬͯઆ໌͠·͢ɻ

ࢱಐࣇ

ࢠอ݈

ܭࢱըΛࡦఆ

ઃࢪҭڭߍֶ

ੜֶ֔शࢪઃ

จ ɹ Խ ɹ ࡒ

உঁڞಉࢀըのਪਐ

ਓݖଚॏࣾձの࣮ݱ

●英語のスピーキング力の向上のために、オンライン英会話
を、中学校２年生と小学校６年生の英語科の授業に取り入れ
ます。生徒一人に対し外国人一人が対応する、オンライン英
会話を採用し、スピーキング力の向上を目指します。
●中学校の部活動については、文部科学省が、R５年度～R７年
度までの３か年において、休日の部活動について地域移行を
進めることを打ち出しており、どのような形の地域移行がで
きるのか検討します。

ҭ内容のॆ࣮ڭ

自ら学び・支えあうまち
●本格的に耕畜連携事業の推進にかじを取り、
　ＷＣＳ用稲の作付けに取り組む体制を整えます。
●農業委員、農地利用最適化推進委員全員にタブレットを配布
して農地管理のＤＸ化を進めます。
●地域の農地をより具体的また適正に利用するために、農業に
関する「地域計画」の策定に着手します。

しごとを創出する4

վྑۀࣄ

農 ۀ の ৼ ڵ ●森林管理についての基本的な方向性をとりまとめた、森林
基本計画を策定します。

●子育て・幼児教育・学校教育を通じた「木育事業」や「みどり
の学校推進事業」などに取り組みます。

 林 ・ 林 ۀ

●まんのうひまわり振興協議会を中心に、一層の品質向上を目
指して作付け補助事業を実施し、昨年度とほぼ同じ、約１５ヘ
クタールの作付けを計画しています。

ͻ ま わ Γ

●農地への害獣進入防止柵の設置について補助事業を実施
するとともに、鳥獣駆除事業により補助金を交付して捕獲
を促し、イノシシ等個体数の減少に努めます。

༗ௗ्ରࡦ

●原油価格・物価高騰等で厳しい経営状況にある町内事業者
及び住民の生活を支援するため、「プレミアム３０％付きの商
品券」を発行します。

  ؔ 

●若者住宅取得補助事業や地域木材利用促進補助事業を引
き続き行います。
●大学等奨学金の返済に苦しんでいる若者を支援するため、
新たに「まんのう町定住者大学等奨学金返還支援補助事業
を実施します。

Ҡॅ・ఆॅ

●あいあいタクシーや福祉タクシー券助成事業を引き続き行います。
●持続可能な公共交通網の実現に向け、地域公共交通計画
を策定します。

●R４年度より開始した、ごみの祝日収集を引続き行います。
●一人暮らしの高齢者や障害を持たれた方などを対象とした、ゴミの「ふれあい戸別収集」を試験的に
　導入します。

快適な暮らしを支える5

地域課題をみんなで解決する6

ごΈのదਖ਼ͳॲཧのਪਐ

●水質保全の観点から、合併処理浄化槽整備への助成制度を
引き続き実施します。

ੜ׆ഉਫのదਖ਼ͳॲཧのਪਐ
●地球温暖化の防止と資源保護の観点から、住宅用太陽光の
発電システム及び蓄電システムの導入助成制度を引き続き
実施します。

ٿԹஆԽࢭରࡦのਪਐ

ަ ௨ ର ࡦ

●「島ヶ峰地区そば栽培体験事業」や「川奥そば打ち道場」など
のグリーンツーリズム事業を中心に、地域活性化を促進する
ための事業を継続的に取り組んでいきます。

ڵೆ۠のҬৼۏ

●仲南地区の全国に誇れる伝統ある行事「仲南地区町民バ
レーボール大会」が幕を閉じることとなりましたが、各公共施
設を一体的に活用し、「教育」「文化」「スポーツ」の拠点として
地域の交流や活性化を図ります。

ೆ۠のҬৼڵ

ゆったり暮らせるまち

農林商工・観光が息づくまち
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※新小2及び新小3で、重度心身障害者等医療または、ひとり親家庭等医療の助成対象者のお子様は子ども医療費の
受給者証に切り替わります。手続きが必要ですのでご協力をお願い致します。

問 まΜの͏ொબڍཧҕһձࣄہ	૯課内
��ὸ73ô0100

߳ٞݝձٞһબڍ
Ұ ථ  ɹ  ํ Λ ಈ ͔ ͢ ɹ ݪ ಈ ྗ

4月9日日

4月1日土~4月8日土午前8時30分～午後8時
ॴ�ຊி3֊େձٞࣨ

投票日
第17～19投票区は午後6時まで※࣌8ޙޕʙ࣌લ7ޕ

▶投票所入場券

▶期日前投票

▶不在者投票

　投票にお越しの際は、郵送された入場券（はがき）に記載されている投票所や投票時間を確認し、投票所へお
持ちください。万一、入場券が届かなかったり、紛失したりした場合でも、選挙人名簿と照合して本人確認ができ
れば投票できます。

　不在者投票を希望される場合は、事前に申請する必要がありますので、お早めにご相談ください。
˔ԕִにࡏதのํ
　選挙期間中、遠隔地に滞在し、まんのう町で投票することができない方は、滞在している市町村選挙管理委員会
で不在者投票ができます。
˔පӃࢪઃにೖӃ・ೖॴしていΔํ
　香川県選挙管理委員会が指定した病院や施設に入院・入所中の方は、その施設内で不在者投票を行うことがで
きます。病院または施設にその旨を申し出てください。
˔༣ศͳͲにΑΔෆऀࡏථ
　重度の身体障害がある方や要介護認定５の方であれば、郵便などにより投票ができますが、事前手続きが必要
です（告示前でも可能）。
˔ಛྫ༣ศථ
　新型コロナウイルス感染症で宿泊・自宅療養などをしている方で、要件に該当する方は特例郵便等投票が
できます。

　期日前投票をされる方は、事前に入場券内側の宣誓書に必要事項を記入していただくと、受付がスムーズに進
みますので、ご協力をお願いいたします。

※郵送状況により、届くまでに日数を要したり、同じ世帯の中でも別々に届いたりする場合があります。ご了承ください。

࣏Ո͕બ۠ڍ内のਓにおۚΛଃΔ͜ͱはࢭېさΕていま͢。
༗ٻ͕ऀݖΊてい͚ませΜ。

�.࣏Ո༗دʹऀݖෟΛଃΒͳ͍
2.༗ऀݖ࣏ՈʹدෟΛٻΊͳ͍
3.࣏Ո͔Β༗ऀݖͷدෟड͚औΒͳ͍دෟࢭېͷϧʔϧΛकΓɺ
���໌Δ͍બڍΛ࣮͠ݱ· ΐ͠͏ ɻ

みんなで徹底しよう三ない運動

まΜの͏ொ໌Δいબڍਪਐٞڠձ

投票に来られる際には、

感染症対策へのご協力を

お願いいたします。

対象者

「まんのう町子ども医療受給資格者証」の発行送付について

ਃΛر͞ΕΔํਃ͕ඞཁͱͳΓ·͢ͷͰɺबֶઌͷֶߍ·Ͱ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ

ɹ͝Ոఉͷࡁܦతͳཧ༝ʹΑΓɺबֶ͕ࠔͳ
খɾதֶߍʹ௨ֶ͞ΕΔࣇಐੜెͷอऀޢʹର
ͯ͠ɺֶ ༻අɺڅ৯අͷब্ֶඞཁͳܦඅͷ
Ұ෦Λԉॿ͠·͢ɻ

問 ҭ課��ὸ89ô7100ڭߍҭҕһձɹֶڭ

‒ੜ׆อޢ๏ʹنఆ͢Δཁอऀޢ�
‒ொຽ੫͕ඇ՝੫ͷੈଳ
‒ํ੫๏ୈ323ʹͮ͘جொຽ੫ͷݮ໔Λड͚͍ͯΔੈଳ
ಐැཆखΛड͚͍ͯΔํࣇͮ͘جʹಐැཆख๏ࣇ‒
໔·ͨऩ༛༧Λड͚͍ͯΔํݮ੫ͷݥอͮ͘جʹ๏ୈ��ݥอ߁ຽ݈ࠃ‒
ҭ͕ೝΊͨํڭ͕͋Γɺԉॿ͕ඞཁͰ͋ΔͱࣄҎ֎Ͱಛผͳه্‒

小学生・中学生への就学援助

ରऀは࣍のͱおΓで͢。

問 ࢱอݥ課��ὸ73ô0124

まんのう町子ども医療費助成制度の対象年齢が引き上げられます
（ྩ�年�月ྍよりࡀ��まで）

　今回の対象年齢引き上げに伴い、新高校2年生～新高校3年生のまんのう町子ども医療の対象となる児童の医
療費助成は、令和5年4月診療分からです。（令和5年3月分までの医療費は対象となりません。）
　また、新小4以上の年齢のお子様で、重度心身障害者等医療・ひとり親家庭等医療の助成対象者は、そちらが優
先となりますので、今回の改正に伴う受給資格者証の変更はありません。

ご注意くださいご注意ください

琴南支所でも、期日前投票が
できるようになりました。4月7日金 午前8時30分～午後5時

ॴۏ�ೆࢧॴ

平成26年4月2日以降生まれ（新小3未満）の児童

平成19年4月2日～平成26年4月1日生まれ（新小4～新高1）の児童

平成17年4月2日～平成19年4月1日生まれ（新高2～新高3）の児童

にૹしࠒ者ূを�月֨ࢿڅの最ॳの�月��日となったडޙに達した日Ҏࡀ�が満ؒظඅิॿର֦ॆにい、有ޮݝ
ます。（ޙࠓ、小�ਐ学࣌に৽しいड֨ࢿڅ者ূをૹします。）

有ޮؒظが満ࡀ��に達した日Ҏޙの最ॳの�月��日となったड֨ࢿڅ者ূを�月ࠒにૹします。（ਃෆཁ）

ਃॻがఏ出されたޙにड֨ࢿڅ者ূを�月ࠒかΒૹします。

満15歳に達した日
以後の最初の
3月31日までの
間にある児童

変更前
満18歳に達した日
以後の最初の
3月31日までの
間にある児童

変更後
○
○
高
校

˓˓த学

ɹอҭॴ͜ͲԂͳͲͷࢪઃͰ࣮අऩΛߦ
͏༻ɾจ۩ͳͲͷʮࡐڭඅʯԕͷ
ʹඅʯࣄߦՃʹཁ͢Δʮࢀ ͍ͭͯɺඅ༻ͷҰ෦Λ
Ͱ͢ɻۀࣄ͢Δڅ

ɹਃΛر͞ΕΔํਃ͕ඞཁͱͳΓ·͢
ͷͰɺबԂઌͷࢪઃ·Ͱ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ

‒ੜ׆อੈޢଳͷํ
‒ͦͷଞಛผͳࣄʹΑΓ
ԉॿ͕ඞཁͰ͋Δͱொ
͕ೝΊͨํ

問 ҭ課��ὸ89ô7100ڭߍҭҕһձɹֶڭ

実費徴収に係る
補足給付事業

ରऀは࣍のͱおΓで͢。
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※新小2及び新小3で、重度心身障害者等医療または、ひとり親家庭等医療の助成対象者のお子様は子ども医療費の
受給者証に切り替わります。手続きが必要ですのでご協力をお願い致します。

問 まΜの͏ொબڍཧҕһձࣄہ	૯課内
��ὸ73ô0100

߳ٞݝձٞһબڍ
Ұ ථ  ɹ  ํ Λ ಈ ͔ ͢ ɹ ݪ ಈ ྗ

4月9日日

4月1日土~4月8日土午前8時30分～午後8時
ॴ�ຊி3֊େձٞࣨ

投票日
第17～19投票区は午後6時まで※࣌8ޙޕʙ࣌લ7ޕ

▶投票所入場券

▶期日前投票

▶不在者投票

　投票にお越しの際は、郵送された入場券（はがき）に記載されている投票所や投票時間を確認し、投票所へお
持ちください。万一、入場券が届かなかったり、紛失したりした場合でも、選挙人名簿と照合して本人確認ができ
れば投票できます。

　不在者投票を希望される場合は、事前に申請する必要がありますので、お早めにご相談ください。
˔ԕִにࡏதのํ
　選挙期間中、遠隔地に滞在し、まんのう町で投票することができない方は、滞在している市町村選挙管理委員会
で不在者投票ができます。
˔පӃࢪઃにೖӃ・ೖॴしていΔํ
　香川県選挙管理委員会が指定した病院や施設に入院・入所中の方は、その施設内で不在者投票を行うことがで
きます。病院または施設にその旨を申し出てください。
˔༣ศͳͲにΑΔෆऀࡏථ
　重度の身体障害がある方や要介護認定５の方であれば、郵便などにより投票ができますが、事前手続きが必要
です（告示前でも可能）。
˔ಛྫ༣ศථ
　新型コロナウイルス感染症で宿泊・自宅療養などをしている方で、要件に該当する方は特例郵便等投票が
できます。

　期日前投票をされる方は、事前に入場券内側の宣誓書に必要事項を記入していただくと、受付がスムーズに進
みますので、ご協力をお願いいたします。

※郵送状況により、届くまでに日数を要したり、同じ世帯の中でも別々に届いたりする場合があります。ご了承ください。

࣏Ո͕બ۠ڍ内のਓにおۚΛଃΔ͜ͱはࢭېさΕていま͢。
༗ٻ͕ऀݖΊてい͚ませΜ。

�.࣏Ո༗دʹऀݖෟΛଃΒͳ͍
2.༗ऀݖ࣏ՈʹدෟΛٻΊͳ͍
3.࣏Ո͔Β༗ऀݖͷدෟड͚औΒͳ͍دෟࢭېͷϧʔϧΛकΓɺ
���໌Δ͍બڍΛ࣮͠ݱ· ΐ͠͏ ɻ

みんなで徹底しよう三ない運動

まΜの͏ொ໌Δいબڍਪਐٞڠձ

投票に来られる際には、

感染症対策へのご協力を

お願いいたします。

対象者

「まんのう町子ども医療受給資格者証」の発行送付について

ਃΛر͞ΕΔํਃ͕ඞཁͱͳΓ·͢ͷͰɺबֶઌͷֶߍ·Ͱ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ

ɹ͝Ոఉͷࡁܦతͳཧ༝ʹΑΓɺबֶ͕ࠔͳ
খɾதֶߍʹ௨ֶ͞ΕΔࣇಐੜెͷอऀޢʹର
ͯ͠ɺֶ ༻අɺڅ৯අͷब্ֶඞཁͳܦඅͷ
Ұ෦Λԉॿ͠·͢ɻ

問 ҭ課��ὸ89ô7100ڭߍҭҕһձɹֶڭ

‒ੜ׆อޢ๏ʹنఆ͢Δཁอऀޢ�
‒ொຽ੫͕ඇ՝੫ͷੈଳ
‒ํ੫๏ୈ323ʹͮ͘جொຽ੫ͷݮ໔Λड͚͍ͯΔੈଳ
ಐැཆखΛड͚͍ͯΔํࣇͮ͘جʹಐැཆख๏ࣇ‒
໔·ͨऩ༛༧Λड͚͍ͯΔํݮ੫ͷݥอͮ͘جʹ๏ୈ��ݥอ߁ຽ݈ࠃ‒
ҭ͕ೝΊͨํڭ͕͋Γɺԉॿ͕ඞཁͰ͋ΔͱࣄҎ֎Ͱಛผͳه্‒

小学生・中学生への就学援助

ରऀは࣍のͱおΓで͢。

問 ࢱอݥ課��ὸ73ô0124

まんのう町子ども医療費助成制度の対象年齢が引き上げられます
（ྩ�年�月ྍよりࡀ��まで）

　今回の対象年齢引き上げに伴い、新高校2年生～新高校3年生のまんのう町子ども医療の対象となる児童の医
療費助成は、令和5年4月診療分からです。（令和5年3月分までの医療費は対象となりません。）
　また、新小4以上の年齢のお子様で、重度心身障害者等医療・ひとり親家庭等医療の助成対象者は、そちらが優
先となりますので、今回の改正に伴う受給資格者証の変更はありません。

ご注意くださいご注意ください

琴南支所でも、期日前投票が
できるようになりました。4月7日金 午前8時30分～午後5時

ॴۏ�ೆࢧॴ

平成26年4月2日以降生まれ（新小3未満）の児童

平成19年4月2日～平成26年4月1日生まれ（新小4～新高1）の児童

平成17年4月2日～平成19年4月1日生まれ（新高2～新高3）の児童

にૹしࠒ者ূを�月֨ࢿڅの最ॳの�月��日となったडޙに達した日Ҏࡀ�が満ؒظඅิॿର֦ॆにい、有ޮݝ
ます。（ޙࠓ、小�ਐ学࣌に৽しいड֨ࢿڅ者ূをૹします。）

有ޮؒظが満ࡀ��に達した日Ҏޙの最ॳの�月��日となったड֨ࢿڅ者ূを�月ࠒにૹします。（ਃෆཁ）

ਃॻがఏ出されたޙにड֨ࢿڅ者ূを�月ࠒかΒૹします。

満15歳に達した日
以後の最初の
3月31日までの
間にある児童

変更前
満18歳に達した日
以後の最初の
3月31日までの
間にある児童

変更後
○
○
高
校

˓˓த学

ɹอҭॴ͜ͲԂͳͲͷࢪઃͰ࣮අऩΛߦ
͏༻ɾจ۩ͳͲͷʮࡐڭඅʯԕͷ
ʹඅʯࣄߦՃʹཁ͢Δʮࢀ ͍ͭͯɺඅ༻ͷҰ෦Λ
Ͱ͢ɻۀࣄ͢Δڅ

ɹਃΛر͞ΕΔํਃ͕ඞཁͱͳΓ·͢
ͷͰɺबԂઌͷࢪઃ·Ͱ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ

‒ੜ׆อੈޢଳͷํ
‒ͦͷଞಛผͳࣄʹΑΓ
ԉॿ͕ඞཁͰ͋Δͱொ
͕ೝΊͨํ

問 ҭ課��ὸ89ô7100ڭߍҭҕһձɹֶڭ

実費徴収に係る
補足給付事業

ରऀは࣍のͱおΓで͢。
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問 ॅຽੜ׆課ɹӴੜ・ڥ��ὸ73ô0123問 ઃվྑ課��ὸ73ô0107ݐ

ɹ͍ࣂओݘࢠɾ࢈͕ೣࢠ·ΕͯҭͯΔͷ͕ࠔͱͳΔ
͓ͦΕ͕͋Δ߹ɺࣄલʹෆɾڈखज़ʹΑΓൟ৩
Λ͗ɺपғʹର͢ΔͷࢭΛਤΒͳ͚ΕͳΓ·
ͤΜɻொͰಈѪޢͷҙࣝͷߴ༲Λతͱͯ͠खज़
අͷҰ෦Λॿ͍ͯ͠·͢ɻ

ɹٿԹஆԽࡦࢭͷҰͱͯࣗ͠Β͢ॅډΔͨΊͷ
ॅʹରγεςϜΛઃஔʢ৽ઃɾ૿ ઃʣ͠ Α͏ͱ͢Δํɺ
·ͨݐചॅʹಉγεςϜΛઃஔ͠Α͏ͱ͢Δํʹิ
ॿΛ͍ͯ͠·͢ɻ
●太陽光発電システム
　５万円×太陽電池モジュールの最大出力の合計値（kw）
　（上限：�00000ԁ　1,000円未満切り捨て）
●蓄電システム
　設備費（パッケージ型番）の１／３
　（上限：�00000ԁ　1,000円未満切捨て）
※必ず設置する前に申請してください。

ɹ͝Έͷॲཧඅ༻ॏྔʹରͯ͠ൺྫ͠·͢ɻ͝ Έྔݮ
Խɺඅ༻ݮͷͨΊʹิॿΛ͍ͯ͠·͢ɻ

ᶃిࣜؾੜ͝Έॲཧߪػೖิॿۚ
●補助率１／２
　限度額：40000ԁ（1,000円未満切り捨て。１戸に１基）
※必ず購入する前に申請してください。
※２基目を購入する場合、１基目を購入して５年経過後

ᶄੜ͝Έॲཧ༰ثʢίϯϙελʔʣ
●１基につき購入金額の１／２
　限度額：�000ԁ（1,000円未満切り捨て。１戸に２基まで）
※購入後、申請してください。
※申請に必要なもの、領収書の写し、設置写真、印鑑、振
　込先口座番号

ɹඋٴͼߪೖɾमཧඅ༻ͷҰ෦Λॿ͠·͢ɻ
●補助率１／２
　限度額：�0000ԁ（ただし収集箱の修理は20,000円）
　1,000円未満切り捨て。
●自治会に対して交付
※必ず施設を設置・修理する前に申請してください。

●補助金額は飼育犬・猫１匹あたり、手術に要した費用の
　うち3000ԁ
●当該年度において１世帯につき、犬または猫のいずれ
　か3಄·Ͱ
●手術後、１カ月以内の申請に限る
●県内の動物病院で手術した場合のみ
●飼い犬が登録及び狂犬病の予防注射を受けている
　こと（犬のみ）
※申請に必要なもの
・領収書の原本（コピーやレシート、治療明細等は不可）
・印鑑　・申請者本人の振込先口座番号
・犬鑑札番号（犬のみ）　・注射済票番号（犬のみ）

●５人槽　建物延べ床面積140㎡以下　　4�0000ԁ
●７人槽　建物延べ床面積140㎡以上　　��0000ԁ
●10人槽以上　２世帯住宅等   　　　　　��0000ԁ

ɹড়Խ૧ઃஔऀߨशձড়Խ૧ͷҡ࣋ཧʹඞཁͳ͜
ͱΛʹ͚ͭΔߨशձͰ͢ɻ߹ซড়Խ૧ͷิॿۚΛड
͚Δʹɺ͜ ͷߨशձΛडͨ͠ߨमྃূॻ͕ඞཁͱͳΓ
·͢ͷͰɺඞͣิॿਃऀ͕ड͍ͩͯ͘͞͠ߨɻߨशձ
ͷఔʹ͖ͭ·ͯ͠Լه·Ͱ͓߹͍ͤͩ͘͞ɻ
ʲ͍߹Θͤઌʳ
（公社）香川県浄化槽協会　ὸ0��ɻ ���ɻ ��00
香川県廃棄物対策課　 　  ὸ0��ɻ �32ɻ 3224

ɹຬ40ࡀҎԼͷएऀ͕ɺ·Μͷ͏ொͰ໊ࣗٛݾͷ
৽ஙɾݐചɾதॅݹΛऔಘ͢Δࡍʹɺऔಘඅ༻ͷҰ
෦Λิॿ͠·͢ɻ
˕ਃऀͷཁ ɿ݅ᶃʙᶅͯ͢ʹ֘͢Δํ
①町内に自己名義の住宅を取得する補助申請日時点
で満40歳以下の者。
②住宅取得後、町内に継続して5年以上居住する意思
のある者。

③世帯全員について町税の滞納のない者。
˕ิॿۚ ɿֹॅ औಘඅͷ��ʢ্�0ݶʙ��0ສԁ
˞ཁ݅ʹΑΓҟͳΓ·͢ɻʣ

浄化槽設置者講習会の受講が必要です

͍ͣΕͷิॿ੍ৄࡉʹ͖ͭ·ͯ͠ɺॅ ຽੜ׆՝·Ͱ͝૬ஊɺ͓ ͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

合ซॲཧড়Խ૧ઃஔඅのิॿ

ɹ͝ݯࢿΈूੵॴʹ͓͚Δूੵิॿث۩ʢऩूωοτ༻
ελϯυʣͷߪೖิॿΛ͍ߦ·͢ɻ
●補助率１／２
　限度額：�0000ԁ
●自治会に対して交付
※必ず器具を購入する前に申請してください。

ೖิॿߪの۩ثごΈूੵิॿݯࢿ

खज़අのҰ෦ڈ・ͱೣのආݘ
ॅ༻ଠཅޫൃిγεςϜઃஔඅิॿ

Ոఉ༻ిࣜؾੜごΈॲཧػͱ
ੜごΈॲཧ容ثʢίϯϙελʔʣߪೖิॿ

ʮݯࢿごΈूੵࢪઃʯのඋ・վྑඅٴͼ
ʮ೩せΔごΈऩूശʯのߪೖ・मཧิॿ

住民生活課より補助制度活用のご案内
ɹ·Μͷ͏ொͰ৽ͨʹਫಓڅਫΛઃ͢Δࡍ
ʹɺࣄඅ༻ͷҰ෦Λิॿ͠·͢ɻ
˕ਃऀͷཁ ɿ݅ᶃʙᶆͯ͢ʹ֘͢Δํ
①水道給水管の新規布設であること。申請者は個人、
事業者を問いません。

　（老朽管の布設替えや修繕は対象となりません。）
②申請時において町税の滞納がないこと。
③香川県広域水道企業団から工事許可が出されて
いること。

④水道配水管（本管）から量水器（水道メーター）まで
が対象となり、施工延長が5ｍ以上であること。

　（量水器以降の宅内配管は対象となりません。）
˕ิॿۚ ɿֹରͷࣄͷࢪԆ͔Β�̼ΛҾ͍ͨ
Ԇʹɺ�̼͋ͨΓ�ઍԁΛͨ͡ ʢ্ֹ�0ݶສԁʣ

。લまでにඞཁॻྨΛごఏग़くださいணࣄ、ޙక݁ܖ

　詳しくは町ホームページをご覧いただくか、下記まで
お問い合わせください。

ɹ·Μͷ͏ொͷྛ͔Βੜ͞࢈ΕͨࡐΛ༻ͯ͠ɺ৽ͨ
ʹॅΛݐங͢Δࡍʹɺऔಘඅ༻ͷҰ෦Λิॿ͠·͢ɻ
˕ਃऀͷཁ ɿ݅ᶃɺᶄͯ͢ʹ֘͢Δํ
※年齢要件はありません。
①町内に地域木材を3㎥以上使用して住宅・納屋・倉庫・
車庫・事務所・店舗を新たに新築または増築する者。

②町税の滞納のない者。
˕ิॿۚ ɿֹ༻͞ΕͨҬࡐͷମੵ�ὗ͋ͨΓ3
ສԁΛͨ͡ ʢ্ֹ�0ݶສԁʣ

　30年以内に70％の確率で起こるといわれる南海トラ
フ地震。町では、地震被害を軽減するため、昭和56年５
月以前に建てられた住宅を対象に、耐震化補助事業を実
施しています。
　簡易な耐震改修や耐震化シェルター・ベットの設置
をした場合も補助金が受けられます。補助金の申請方
法などの詳細は建設土地改良課までお気軽にお問い
合わせください。

˔ରͱͳΔݥةϒϩοΫญは࣍のͱおΓで͢

ᶃொ͕ࢦఆ͢Δಓ࿏ʹ໘ͨ͠ϒϩοΫญ
ᶄಓ࿏໘͔Β�20͕͞ߴᶲΛ͑Δͷ
※そのほか倒壊の危険性があるなど条件がありますの
で、事前に建設土地改良課までお問い合わせください。

˔ิॿֹ
　撤去工事に要した費用の５分の４と16万円を比較して
低い額（予定件数に達し次第、受付を締め切ります。）

˗அ
費用の90％（上限９万円）を補助
˗վमࣄඅ
費用の100%（上限100万円）を補助
˗؆қͳվमࣄඅ
費用の100%（上限50万円）を補助
˗γΣϧλʔ・ϕουࣄඅ
費用の100%（上限20万円）を補助

民間住宅の耐震対策を
補助します
民間住宅の耐震対策を
補助します

危険なブロック塀の撤去費を
一部補助します
危険なブロック塀の撤去費を
一部補助します

まんのう町若者住宅取得補助

まんのう町地域木材利用促進補助金

水道給水管布設工事補助金

問 Ҭৼڵ課��ὸ73ô0122

まんのう町　住宅補助金 で検索！検 索

ਃํ๏

ରɿઐ༻ॅ

※必ず設置する前に申請してください。
※合併浄化槽からの据替は補助対象外になります。
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問 ॅຽੜ׆課ɹӴੜ・ڥ��ὸ73ô0123問 ઃվྑ課��ὸ73ô0107ݐ

ɹ͍ࣂओݘࢠɾ࢈͕ೣࢠ·ΕͯҭͯΔͷ͕ࠔͱͳΔ
͓ͦΕ͕͋Δ߹ɺࣄલʹෆɾڈखज़ʹΑΓൟ৩
Λ͗ɺपғʹର͢ΔͷࢭΛਤΒͳ͚ΕͳΓ·
ͤΜɻொͰಈѪޢͷҙࣝͷߴ༲Λతͱͯ͠खज़
අͷҰ෦Λॿ͍ͯ͠·͢ɻ

ɹٿԹஆԽࡦࢭͷҰͱͯࣗ͠Β͢ॅډΔͨΊͷ
ॅʹରγεςϜΛઃஔʢ৽ઃɾ૿ ઃʣ͠ Α͏ͱ͢Δํɺ
·ͨݐചॅʹಉγεςϜΛઃஔ͠Α͏ͱ͢Δํʹิ
ॿΛ͍ͯ͠·͢ɻ
●太陽光発電システム
　５万円×太陽電池モジュールの最大出力の合計値（kw）
　（上限：�00000ԁ　1,000円未満切り捨て）
●蓄電システム
　設備費（パッケージ型番）の１／３
　（上限：�00000ԁ　1,000円未満切捨て）
※必ず設置する前に申請してください。

ɹ͝Έͷॲཧඅ༻ॏྔʹରͯ͠ൺྫ͠·͢ɻ͝ Έྔݮ
Խɺඅ༻ݮͷͨΊʹิॿΛ͍ͯ͠·͢ɻ

ᶃిࣜؾੜ͝Έॲཧߪػೖิॿۚ
●補助率１／２
　限度額：40000ԁ（1,000円未満切り捨て。１戸に１基）
※必ず購入する前に申請してください。
※２基目を購入する場合、１基目を購入して５年経過後

ᶄੜ͝Έॲཧ༰ثʢίϯϙελʔʣ
●１基につき購入金額の１／２
　限度額：�000ԁ（1,000円未満切り捨て。１戸に２基まで）
※購入後、申請してください。
※申請に必要なもの、領収書の写し、設置写真、印鑑、振
　込先口座番号

ɹඋٴͼߪೖɾमཧඅ༻ͷҰ෦Λॿ͠·͢ɻ
●補助率１／２
　限度額：�0000ԁ（ただし収集箱の修理は20,000円）
　1,000円未満切り捨て。
●自治会に対して交付
※必ず施設を設置・修理する前に申請してください。

●補助金額は飼育犬・猫１匹あたり、手術に要した費用の
　うち3000ԁ
●当該年度において１世帯につき、犬または猫のいずれ
　か3಄·Ͱ
●手術後、１カ月以内の申請に限る
●県内の動物病院で手術した場合のみ
●飼い犬が登録及び狂犬病の予防注射を受けている
　こと（犬のみ）
※申請に必要なもの
・領収書の原本（コピーやレシート、治療明細等は不可）
・印鑑　・申請者本人の振込先口座番号
・犬鑑札番号（犬のみ）　・注射済票番号（犬のみ）

●５人槽　建物延べ床面積140㎡以下　　4�0000ԁ
●７人槽　建物延べ床面積140㎡以上　　��0000ԁ
●10人槽以上　２世帯住宅等   　　　　　��0000ԁ

ɹড়Խ૧ઃஔऀߨशձড়Խ૧ͷҡ࣋ཧʹඞཁͳ͜
ͱΛʹ͚ͭΔߨशձͰ͢ɻ߹ซড়Խ૧ͷิॿۚΛड
͚Δʹɺ͜ ͷߨशձΛडͨ͠ߨमྃূॻ͕ඞཁͱͳΓ
·͢ͷͰɺඞͣิॿਃऀ͕ड͍ͩͯ͘͞͠ߨɻߨशձ
ͷఔʹ͖ͭ·ͯ͠Լه·Ͱ͓߹͍ͤͩ͘͞ɻ
ʲ͍߹Θͤઌʳ
（公社）香川県浄化槽協会　ὸ0��ɻ ���ɻ ��00
香川県廃棄物対策課　 　  ὸ0��ɻ �32ɻ 3224

ɹຬ40ࡀҎԼͷएऀ͕ɺ·Μͷ͏ொͰ໊ࣗٛݾͷ
৽ஙɾݐചɾதॅݹΛऔಘ͢Δࡍʹɺऔಘඅ༻ͷҰ
෦Λิॿ͠·͢ɻ
˕ਃऀͷཁ ɿ݅ᶃʙᶅͯ͢ʹ֘͢Δํ
①町内に自己名義の住宅を取得する補助申請日時点
で満40歳以下の者。
②住宅取得後、町内に継続して5年以上居住する意思
のある者。

③世帯全員について町税の滞納のない者。
˕ิॿۚ ɿֹॅ औಘඅͷ��ʢ্�0ݶʙ��0ສԁ
˞ཁ݅ʹΑΓҟͳΓ·͢ɻʣ

浄化槽設置者講習会の受講が必要です

͍ͣΕͷิॿ੍ৄࡉʹ͖ͭ·ͯ͠ɺॅ ຽੜ׆՝·Ͱ͝૬ஊɺ͓ ͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

合ซॲཧড়Խ૧ઃஔඅのิॿ

ɹ͝ݯࢿΈूੵॴʹ͓͚Δूੵิॿث۩ʢऩूωοτ༻
ελϯυʣͷߪೖิॿΛ͍ߦ·͢ɻ
●補助率１／２
　限度額：�0000ԁ
●自治会に対して交付
※必ず器具を購入する前に申請してください。

ೖิॿߪの۩ثごΈूੵิॿݯࢿ

खज़අのҰ෦ڈ・ͱೣのආݘ
ॅ༻ଠཅޫൃిγεςϜઃஔඅิॿ

Ոఉ༻ిࣜؾੜごΈॲཧػͱ
ੜごΈॲཧ容ثʢίϯϙελʔʣߪೖิॿ

ʮݯࢿごΈूੵࢪઃʯのඋ・վྑඅٴͼ
ʮ೩せΔごΈऩूശʯのߪೖ・मཧิॿ

住民生活課より補助制度活用のご案内
ɹ·Μͷ͏ொͰ৽ͨʹਫಓڅਫΛઃ͢Δࡍ
ʹɺࣄඅ༻ͷҰ෦Λิॿ͠·͢ɻ
˕ਃऀͷཁ ɿ݅ᶃʙᶆͯ͢ʹ֘͢Δํ
①水道給水管の新規布設であること。申請者は個人、
事業者を問いません。

　（老朽管の布設替えや修繕は対象となりません。）
②申請時において町税の滞納がないこと。
③香川県広域水道企業団から工事許可が出されて
いること。

④水道配水管（本管）から量水器（水道メーター）まで
が対象となり、施工延長が5ｍ以上であること。

　（量水器以降の宅内配管は対象となりません。）
˕ิॿۚ ɿֹରͷࣄͷࢪԆ͔Β�̼ΛҾ͍ͨ
Ԇʹɺ�̼͋ͨΓ�ઍԁΛͨ͡ ʢ্ֹ�0ݶສԁʣ

。લまでにඞཁॻྨΛごఏग़くださいணࣄ、ޙక݁ܖ

　詳しくは町ホームページをご覧いただくか、下記まで
お問い合わせください。

ɹ·Μͷ͏ொͷྛ͔Βੜ͞࢈ΕͨࡐΛ༻ͯ͠ɺ৽ͨ
ʹॅΛݐங͢Δࡍʹɺऔಘඅ༻ͷҰ෦Λิॿ͠·͢ɻ
˕ਃऀͷཁ ɿ݅ᶃɺᶄͯ͢ʹ֘͢Δํ
※年齢要件はありません。
①町内に地域木材を3㎥以上使用して住宅・納屋・倉庫・
車庫・事務所・店舗を新たに新築または増築する者。

②町税の滞納のない者。
˕ิॿۚ ɿֹ༻͞ΕͨҬࡐͷମੵ�ὗ͋ͨΓ3
ສԁΛͨ͡ ʢ্ֹ�0ݶສԁʣ

　30年以内に70％の確率で起こるといわれる南海トラ
フ地震。町では、地震被害を軽減するため、昭和56年５
月以前に建てられた住宅を対象に、耐震化補助事業を実
施しています。
　簡易な耐震改修や耐震化シェルター・ベットの設置
をした場合も補助金が受けられます。補助金の申請方
法などの詳細は建設土地改良課までお気軽にお問い
合わせください。

˔ରͱͳΔݥةϒϩοΫญは࣍のͱおΓで͢

ᶃொ͕ࢦఆ͢Δಓ࿏ʹ໘ͨ͠ϒϩοΫญ
ᶄಓ࿏໘͔Β�20͕͞ߴᶲΛ͑Δͷ
※そのほか倒壊の危険性があるなど条件がありますの
で、事前に建設土地改良課までお問い合わせください。

˔ิॿֹ
　撤去工事に要した費用の５分の４と16万円を比較して
低い額（予定件数に達し次第、受付を締め切ります。）

˗அ
費用の90％（上限９万円）を補助
˗վमࣄඅ
費用の100%（上限100万円）を補助
˗؆қͳվमࣄඅ
費用の100%（上限50万円）を補助
˗γΣϧλʔ・ϕουࣄඅ
費用の100%（上限20万円）を補助

民間住宅の耐震対策を
補助します
民間住宅の耐震対策を
補助します

危険なブロック塀の撤去費を
一部補助します
危険なブロック塀の撤去費を
一部補助します

まんのう町若者住宅取得補助

まんのう町地域木材利用促進補助金

水道給水管布設工事補助金

問 Ҭৼڵ課��ὸ73ô0122

まんのう町　住宅補助金 で検索！検 索

ਃํ๏

ରɿઐ༻ॅ

※必ず設置する前に申請してください。
※合併浄化槽からの据替は補助対象外になります。
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問 ҭҕһձɹੜֶ֔श課��ὸ89ô7020ڭ

問 課��ὸ73ô0106ࡦըا

令和５年度より寝具類等洗濯サービスの利用要件等が変わります

企業誘致優遇制度の拡充

ʲྭۚの内容ʳ

利用対象者
ᶃཁհޢೝఆͰཁհ̏ޢ Ҏ্ͱೝఆ͞Εͨํ
ᶄମোऀखா̍ ɾ̎ Λަ͞Εͨํڃ
ᶅྍҭखா⡣ɾ"Λަ͞Εͨํ

ྩ̑ �ୈ̍ ճͷडؒظ５月１日（月）～５月３１日（水）Ͱ͢ɻਃํ๏ͳͲͷৄࡉʹ͍ͭͯ̑ ݄߸ͷใʹ͓ͯΒ͍ͤͨ͠·͢ɻ

※事前に協議等が必要になりますので、地域振興課までお越しください。

ʢ1ʣࢪઃྭۚɹݻఆ࢈ࢿ੫のॿ
ʢ2ʣޏ༻ଅਐྭۚɹொ内৽ޏن༻ऀにΔॿ
ʢ3ʣ༻औಘྭۚɹ৽ͨに༻Λऔಘしͨࡍのॿ

利用対象者
ᶃ͓͓ΉͶ̓ ͷΈͷੈଳɺऀྸߴҎ্ͷࡀ̌
ɹ͘͠ ɺ͜ Εʹ४ͣΔੈଳʹଐ͢Δํ
ᶄ৺ͷোͳͲͷཧ༝ʹΑΓ৸۩ྨͷ
ɹӴੜཧ͕ࠔͳํ

変更前変更前 変更後変更後

　自治会が行う自治会集会場の新築や修繕等の建設事
業に対し、補助金を交付いたします。
　補助金の申請方法など詳細につい
てはお問い合わせください。

今日から始める「脳の若返り」
認知機能検査を体験しよう！
認知症予防セミナーのお知らせ

●日時：4݄14ʢۚʣ
●場所：ೆࢧॴ�େձٞࣨ
●参加費：ແྉɹ●定員：20໊ఔ度
●対象：65ࡀҎ্のํͳΒͲͳͨでࢀՃで͖ま͢。

申問 ࢱอݥ課�Ҭแׅࢧԉηϯλʔࣨ
ὸ73ô0125

参加者募集！

　75歳以上の方が、運転免許証更新時に受ける「更新時認
知機能検査（記憶力、判断力に関する簡易検査）」です。
このセミナーでは認知機能検査の一部分を体験できます。

ӡస໔ߋূڐ৽Λ͑߇ていΔํ。
まだまだߋ৽͕ظ࣌ઌのํ。
Ոのߋ৽͕ؾにͳΔํ。

ମݧしてΈͨいʂͱͨͬࢥΒ、
ͥͻおਃしࠐΈください。
※健康相談コーナーもあります。

ೝػࠪݕͱは・・・

集会場建設等事業費補助金

9ɿ̏ 0ʙ11ɿ30

அ
γΣϧλʔઃஔࣄ
؆қվमࣄ
վमࣄ
૿ஙɾվஙɾमસ
৽ங

۠ ิॿʢઍԁະຬࣺʣิॿ্ݶ

�ສԁ

�00ສԁ
200ສԁ

�00ສԁ

අ༻ͷ�0ͷ̕

ิॿରۀࣄඅͱࢉ
ఆۀࣄඅΛൺֱͯ͠
͍ͣΕ͔গͳֹ͍ͷ
̎ͷ̍

まんのう町の日
4月23日㊐
⁞�0���dɹ �4�30d
ࣳੜಛઃεςʔδ

春らんまんフェスタ春らんまんフェスタ

国営讃岐まんのう公園 芝生広場国営讃岐まんのう公園 芝生広場
4月23日日10�00dʢӍఱܾߦʣ

εςʔδγϣʔநબձͳͲָしいΠϕϯτΓだくさΜʂ
ͥͻごՈͦΖͬておӽしくださいʂ

利用者負担／3００円 利用者負担／6００円

入園無料
˞றंྉۚผ్ඞཁ

問 ࢱอݥ課ɹҬแׅࢧԉηϯλʔࣨ��ὸ73ô0125

奨学金を返済している
若者を支援します
奨学金を返済している
若者を支援します
　「大学等奨学金返還支援事業」
は、大学等を卒業した若者に対し
て、奨学金返済の負担軽減を図る
とともに、まんのう町への転入・定
住を促進し、地域の活性化を図る
ことを目的とする事業です。
ɹ詳しくは、ொのϗʔϜϖʔδΛ
ごཡください。

　自治会に入ると地域住民の交流や助け合いにより地
域のつながりが生まれます。
　回覧版を通しての日常生活に密着した情報伝達はも
とより、顔見知りによる見守り活動が、地域の防犯対策に
もなって安全です。
　また、災害時には救助活動や安否確認、行政との情報
交換などがスムーズに行えます。
　自治会に加入し、子どもから高齢者まで、地域が一体
となって支えあえる自分たちのまちづくりをしましょう。

●対象となる方には、11月頃に案内状を送付する
予定です。

●8月頃に、式の内容を話し合う実行委員会を開催
予定です。詳細は7月頃に町HPへ掲載します。

　まんのう町に1度でも住所を登録された方で、
2003年（平成15年）4月2日から2004年（平成16
年）4月1日までに生まれた方。

まΜの͏ொொຽจԽϗʔϧ
（まんのう町生間415-1）

ྩ61݄7ʢʣ
डʗ13�00ʙɹ։ࣜʗ14�00

ɹ͜Ε·Ͱྸߴ৺ͷোͳͲʹΑΓ৸۩ͷӴੜཧ͕ࠔͳํʹ৸۩ྨચ୕ס૩ফ
ಟαʔϏεΛఏ͓ͯ͠ڙΓ·͠ ͕ͨɺར༻ऀͷ૿ՃͷͨΊ༰Λݟ͠ɺޙࠓαʔϏεΛܧ
ଓͰ͖ΔΑ͏ʹɺΑΓࢧԉͷඞཁͳํαʔϏεΛఏ͍ͩͨͯͤ͘͜͞ڙ ͱͱͳΓ·͠ ͨɻ
ɹ͜Ε·ͰαʔϏεΛར༻͞Ε͍ͯͨํར༻Λݕ౼͍ͯͨ͠ํͰɺཁ݅Λຬͨ͞ͳ ͳͬ͘
ͨํʹ͍ͭͯʹਃ͠༁͋Γ·ͤΜ͕ɺԿଔ͝ཧղͷ΄ͲɺΑΖ͠ ͓͘ ɻ͢·͍͍ͨ͠ئ

ɹྩ̑ ̐ ݄ΑΓɺ·Μͷ͏ொͰɺۀ࢈ͷৼڵͱػ༺ޏձͷ֦େΛਤΓ
Ҭࡁܦͷ݈શͳൃలʹ͢ࢿΔͨΊʹ༏۰੍Λ֦ॆ͠·͠ ͨɻ
ॴΛ৽ઃ·ͨ૿ઃ͢Δ߹ʹॿ͠·͢ɻۀࣄͷʹொ͕ۀا
ͦͷ༰ɺ࣍ͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

ɹରऀͻͱΓʹֻ͖ͭஂɺෑஂɺໟɺປɺϚοτϨεͷ͏ͪ߹̏ܭ ·Ͱͷ৸۩ྨΛொҕୗͷ͓͕ऀۀ༬͔Γ͠ ɺ
ચ ɾ୕ס૩ɾফಟ͍ͨ͠·͢ɻਃडؒظʹ̎ ճʢ̑ ɾ݄݄̍̌ ʣͰ͢ɻ

問 Ҭৼڵ課��ὸ73ô0122

問 Ҭৼڵ課��ὸ73ô0122

ରऀ
　大学等（大学院、大学、短期大学、専修学校専門課程、高等専
門学校）を卒業した方で、以下の条件をすべて満たす方
ରͱͳΔओͳ݅
　・まんのう町に住民登録していること。
　・申請を行う日において40歳未満であること。等
ରͱͳΔֶۚ
　独立行政法人日本学生支援機構が貸与する第一種奨学金及
び第二種奨学金　
ิॿֹۚ
　1年間の返還額の2分の1または12万円のいずれか少ない額
डؒظ
　申請年度の10月1日～12月20日

サ ー ビ ス 概 要

「自治会に加入しませんか？」
ʙΈΜͳ͕ओのまͪͮくΓʙ

։࠵࣌

ձ

ରऀ

ͦのଞ

ྩ5度

まん
のう町

はたちの集いのご案内まん
のう町

はたちの集いのご案内
王様戦隊キングオージャー ショー 変 更 内 容
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問 ҭҕһձɹੜֶ֔श課��ὸ89ô7020ڭ

問 課��ὸ73ô0106ࡦըا

令和５年度より寝具類等洗濯サービスの利用要件等が変わります

企業誘致優遇制度の拡充

ʲྭۚの内容ʳ

利用対象者
ᶃཁհޢೝఆͰཁհ̏ޢ Ҏ্ͱೝఆ͞Εͨํ
ᶄମোऀखா̍ ɾ̎ Λަ͞Εͨํڃ
ᶅྍҭखா⡣ɾ"Λަ͞Εͨํ

ྩ̑ �ୈ̍ ճͷडؒظ５月１日（月）～５月３１日（水）Ͱ͢ɻਃํ๏ͳͲͷৄࡉʹ͍ͭͯ̑ ݄߸ͷใʹ͓ͯΒ͍ͤͨ͠·͢ɻ

※事前に協議等が必要になりますので、地域振興課までお越しください。

ʢ1ʣࢪઃྭۚɹݻఆ࢈ࢿ੫のॿ
ʢ2ʣޏ༻ଅਐྭۚɹொ内৽ޏن༻ऀにΔॿ
ʢ3ʣ༻औಘྭۚɹ৽ͨに༻Λऔಘしͨࡍのॿ

利用対象者
ᶃ͓͓ΉͶ̓ ͷΈͷੈଳɺऀྸߴҎ্ͷࡀ̌
ɹ͘͠ ɺ͜ Εʹ४ͣΔੈଳʹଐ͢Δํ
ᶄ৺ͷোͳͲͷཧ༝ʹΑΓ৸۩ྨͷ
ɹӴੜཧ͕ࠔͳํ

変更前変更前 変更後変更後

　自治会が行う自治会集会場の新築や修繕等の建設事
業に対し、補助金を交付いたします。
　補助金の申請方法など詳細につい
てはお問い合わせください。

今日から始める「脳の若返り」
認知機能検査を体験しよう！
認知症予防セミナーのお知らせ

●日時：4݄14ʢۚʣ
●場所：ೆࢧॴ�େձٞࣨ
●参加費：ແྉɹ●定員：20໊ఔ度
●対象：65ࡀҎ্のํͳΒͲͳͨでࢀՃで͖ま͢。

申問 ࢱอݥ課�Ҭแׅࢧԉηϯλʔࣨ
ὸ73ô0125

参加者募集！

　75歳以上の方が、運転免許証更新時に受ける「更新時認
知機能検査（記憶力、判断力に関する簡易検査）」です。
このセミナーでは認知機能検査の一部分を体験できます。

ӡస໔ߋূڐ৽Λ͑߇ていΔํ。
まだまだߋ৽͕ظ࣌ઌのํ。
Ոのߋ৽͕ؾにͳΔํ。

ମݧしてΈͨいʂͱͨͬࢥΒ、
ͥͻおਃしࠐΈください。
※健康相談コーナーもあります。

ೝػࠪݕͱは・・・

集会場建設等事業費補助金
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まんのう町の日
4月23日㊐
⁞�0���dɹ �4�30d
ࣳੜಛઃεςʔδ

春らんまんフェスタ春らんまんフェスタ

国営讃岐まんのう公園 芝生広場国営讃岐まんのう公園 芝生広場
4月23日日10�00dʢӍఱܾߦʣ

εςʔδγϣʔநબձͳͲָしいΠϕϯτΓだくさΜʂ
ͥͻごՈͦΖͬておӽしくださいʂ

利用者負担／3００円 利用者負担／6００円

入園無料
˞றंྉۚผ్ඞཁ

問 ࢱอݥ課ɹҬแׅࢧԉηϯλʔࣨ��ὸ73ô0125

奨学金を返済している
若者を支援します
奨学金を返済している
若者を支援します
　「大学等奨学金返還支援事業」
は、大学等を卒業した若者に対し
て、奨学金返済の負担軽減を図る
とともに、まんのう町への転入・定
住を促進し、地域の活性化を図る
ことを目的とする事業です。
ɹ詳しくは、ொのϗʔϜϖʔδΛ
ごཡください。

　自治会に入ると地域住民の交流や助け合いにより地
域のつながりが生まれます。
　回覧版を通しての日常生活に密着した情報伝達はも
とより、顔見知りによる見守り活動が、地域の防犯対策に
もなって安全です。
　また、災害時には救助活動や安否確認、行政との情報
交換などがスムーズに行えます。
　自治会に加入し、子どもから高齢者まで、地域が一体
となって支えあえる自分たちのまちづくりをしましょう。

●対象となる方には、11月頃に案内状を送付する
予定です。
●8月頃に、式の内容を話し合う実行委員会を開催
予定です。詳細は7月頃に町HPへ掲載します。

　まんのう町に1度でも住所を登録された方で、
2003年（平成15年）4月2日から2004年（平成16
年）4月1日までに生まれた方。

まΜの͏ொொຽจԽϗʔϧ
（まんのう町生間415-1）

ྩ61݄7ʢʣ
डʗ13�00ʙɹ։ࣜʗ14�00

ɹ͜Ε·Ͱྸߴ৺ͷোͳͲʹΑΓ৸۩ͷӴੜཧ͕ࠔͳํʹ৸۩ྨચ୕ס૩ফ
ಟαʔϏεΛఏ͓ͯ͠ڙΓ·͠ ͕ͨɺར༻ऀͷ૿ՃͷͨΊ༰Λݟ͠ɺޙࠓαʔϏεΛܧ
ଓͰ͖ΔΑ͏ʹɺΑΓࢧԉͷඞཁͳํαʔϏεΛఏ͍ͩͨͯͤ͘͜͞ڙ ͱͱͳΓ·͠ ͨɻ
ɹ͜Ε·ͰαʔϏεΛར༻͞Ε͍ͯͨํར༻Λݕ౼͍ͯͨ͠ํͰɺཁ݅Λຬͨ͞ͳ ͳͬ͘
ͨํʹ͍ͭͯʹਃ͠༁͋Γ·ͤΜ͕ɺԿଔ͝ཧղͷ΄ͲɺΑΖ͠ ͓͘ ɻ͢·͍͍ͨ͠ئ

ɹྩ̑ ̐ ݄ΑΓɺ·Μͷ͏ொͰɺۀ࢈ͷৼڵͱػ༺ޏձͷ֦େΛਤΓ
Ҭࡁܦͷ݈શͳൃలʹ͢ࢿΔͨΊʹ༏۰੍Λ֦ॆ͠·͠ ͨɻ
ॴΛ৽ઃ·ͨ૿ઃ͢Δ߹ʹॿ͠·͢ɻۀࣄͷʹொ͕ۀا
ͦͷ༰ɺ࣍ͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

ɹରऀͻͱΓʹֻ͖ͭஂɺෑஂɺໟɺປɺϚοτϨεͷ͏ͪ߹̏ܭ ·Ͱͷ৸۩ྨΛொҕୗͷ͓͕ऀۀ༬͔Γ͠ ɺ
ચ ɾ୕ס૩ɾফಟ͍ͨ͠·͢ɻਃडؒظʹ̎ ճʢ̑ ɾ݄݄̍̌ ʣͰ͢ɻ

問 Ҭৼڵ課��ὸ73ô0122

問 Ҭৼڵ課��ὸ73ô0122

ରऀ
　大学等（大学院、大学、短期大学、専修学校専門課程、高等専
門学校）を卒業した方で、以下の条件をすべて満たす方
ରͱͳΔओͳ݅
　・まんのう町に住民登録していること。
　・申請を行う日において40歳未満であること。等
ରͱͳΔֶۚ
　独立行政法人日本学生支援機構が貸与する第一種奨学金及
び第二種奨学金　
ิॿֹۚ
　1年間の返還額の2分の1または12万円のいずれか少ない額
डؒظ
　申請年度の10月1日～12月20日

サ ー ビ ス 概 要

「自治会に加入しませんか？」
ʙΈΜͳ͕ओのまͪͮくΓʙ

։࠵࣌

ձ

ରऀ

ͦのଞ

ྩ5度

まん
のう町

はたちの集いのご案内まん
のう町

はたちの集いのご案内

王様戦隊キングオージャー ショー 変 更 内 容
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問 ࢱอݥ課ɹҬแׅࢧԉηϯλʔ��ὸ73ô0125

˙৽ܕίϩφϫΫνϯछঢ়گʢ3�.3.2࣌ɾਪܭʣ

˞छରऀɺ�ʙ3ճ͕0݄͔�ࡀҎ্ɺ4ճ͕�2ࡀҎ্ɺ�ճ͕ࡀ��Ҏ্

年代
 
 

1 回目接種 2回目接種 3回目接種 5回目
対象者数

 
 

ʢ3�.�.�ਓޱʣ

4回目
対象者数
ʢ3�.�.�ਓޱʣ

1～3回目
対象者数
ʢ3�.�.�ਓޱʣ

4 回目接種 5回目接種
छճ छ छճ छ छճ छ छճ छ छճ छ
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�2㽎�4ࡀ
Ҏ্ࡀ��
ͦ ͷ ଞ
߹ ܭ

ɹ·Μ·ΜΧϑΣͱɺೝʹؔ৺ͷ͋Δਓɺೝ͕ؾʹͳΔਓɺ
ೝͷਓͱͦͷՈɺઐ৬ͷਓͳͲɺ͞ ·͟·ͳਓ͕ग़ձ͑ΔͰ͢ɻ
ਃ͠ࠐΈෆཁͰ͢ͷͰ͓دཱ͓ͪʹܰؾΓ͘ ͍ͩ͞ɻ

ɹഏԌەٿʹΑΔഏԌͳͲͷײછΛ༧͠ॏԽΛ
͗·͢ɻຊਓͷ�ʙ�ˋͷऀྸߴɺඓͷԞʹە
͕ৗ͢ࡏΔͱ͍ΘΕ͍ͯ·͢ɻ
■令和5年度の対象者ʢछඅ༻Ұ෦ॿରऀʣ
ɹ·Μͷ͏ொʹॅຽొ͕͋Γɺᶃ͘͠ᶄʹ֘͢
ΔํͰ͔ͭɺաڈʹҰऀྸߴഏԌەٿʢ��ՁʣϫΫν
ϯΛछ͍ͯ͠ͳ͍ํ

ᶄ͔ࡀ��Βࡀ��ͷํͰɺ৺ ɾଁਛ ɾଁثٵݺͷػʹࣗ
ΕΔఔͷো͞ݶ੍ʹۃಈ͕׆׆ͷลͷৗੜݾ
׆ʹৗੜػώτ໔ӸෆશΠϧεʹΑΔ໔Ӹͷ
͕΄ͱΜͲෆՄͳఔͷোΛ༗͢Δ ʢํମোऀ
खா�ɾڃ�ఔͷํʣ

■助成回数　�ճݶΓ
■実施期間ɹྩ��݄�ʙྩ��݄��ʢٳΛআ ʣ͘
■自己負担金ɹ����ԁ
※自己負担金が免除（無料）になります
ରऀʗੜ׆อੈޢଳٴͼொຽ੫ඇ՝੫ੈଳ
ඞཁॻྨʗԼهͷॻྨͷɺ͍ ͣΕ͔�ͭΛछͷࡍʹ
ఏ͍ࣔͯͩ͘͠͞ɻ
˔հޢอݥྉͷ௨ॻίϐʔʢۙͷͷɺྫ �݄ࠒʹ
੫՝͔Βૹʣ
˔໔আঝೝॻʢ୲૭ޱͰਃखଓ͖͕ඞཁʣ
˔հޢอݥෛ୲ݶֹೝఆূ
■対象者への案内
ɹաڈͷछཤ ʢྺொ࣮ࢪͷͷʣΛ֬ೝ͠ɺ対象と思わ
れる方へ、接種対象者証明書（接種の際に必要）および詳
細について個別に案内通知いたします。

·Μ·ΜΧϑΣ͓ΑΓ͞Μ
ɹॴ ։࠵ ɹؒ࣌ ྉɹۚ

高篠公民館（まんのう町東高篠288-4） ※詳細はお問合せください 13:30～15:30
·Μ·ΜΧϑΣΉ͗ͬ͜ 山脇公民館（まんのう町山脇522-3） 第1火曜日

第4水曜日
第3火曜日
第2金曜日
第4土曜日

13:00～15:00
·Μ·ΜΧϑΣΈΑ͠ͷ 吉野公民館(まんのう町吉野1780-1) 9:00～12:00
·Μ·ΜΧϑΣ͔ΓΜ カフェ one’s（まんのう町炭所西1519-1） 9:30～11:30
·Μ·ΜΧϑΣ͜ ͱΓ ことりほーむ（まんのう町造田1651-1） 13:00～15:00
·Μ·ΜΧϑΣͷؒ 平野集会所（まんのう町炭所西207） 13:30～15:30

100円

※感染症予防のため、申し込みが必要な場合や、開催を中止している場合があります。

OPEN

令和５年度　高齢者用肺炎球菌ワクチン定期接種対象者

ᶃର ʢྸੜ݄ʣ

注
　意

ɹࠃ࿈૯ձʢฏ����݄��։࠵ʣʹ ͓͍ͯɺΧλʔϧԦࠃԦ൲ͷఏҊʹΑΓɺຖ̐ ݄̎ Λʮੈքࣗดൃܒ
σʔʯͱ͢Δ͜ͱ͕ܾٞ͞ΕɺશੈքͷਓʑʹࣗดΛཧղͯ͠Β͏औΓΈ͕ߦΘΕ͍ͯ·͢ɻ
ɹ۩ମతʹɺຖੈքࣗดൃܒσʔͷ̐ ݄̎ ʙ̔ Λൃୡোൃܒिؒͱͯ͠ɺγϯϙδϜͷ։࠵ϥϯυ
ϚʔΫͷϒϧʔϥΠτΞοϓͷ׆ಈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ɹࣗดΛ͡Ίͱ͢Δൃୡোʹ͍ͭͯΓɺཧղ͍ͯͨͩ͘͜͠ ͱɺൃ ୡোͷ͋Δਓ͚ͩͰͳ͘ɺͩ Ε͕
ͤʹΒͤΔࣾձͷ࣮ݱʹͭͳ͕Δͷͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻΈͳ͞·ͷ͝ཧղͱ͝ࢧԉΛ͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɻ

世界自閉症啓発デー

ผҊ͕ಧ͍ͨ߹Ͱɺࣗݸ අɾެ අΘͣաڈʹҰͰ
ഏԌەٿϫΫνϯʢ��ՁഏԌەٿບϙϦαοΧϥΠυʣΛ
छͨ͜͠ͱͷ͋Δํɺର֎ͱͳΓ·͢ɻ

ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ���

ত���݄�ੜʙত���݄�ੜ
ত���݄�ੜʙত���݄�ੜ
ত���݄�ੜʙত���݄�ੜ
ত���݄�ੜʙত���݄�ੜ
ত���݄�ੜʙত���݄�ੜ
ত����݄�ੜʙত����݄�ੜ
ত����݄�ੜʙত����݄�ੜ
େਖ਼���݄�ੜʙେਖ਼���݄�ੜ

予防接種のお知らせ

問 ਐ課��ὸ73ô0126૿߁݈

ɹຑ͠Μʢ͔͠ʣඇৗʹײછྗ͕͘ڧɺഏԌɺதࣖԌͳͲͷ߹ซΛͬͯॏԽ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ·ͨ
෩͠Μ৷தͷঁੑ͕͔͔Δͱࣇʹઌఱੑ෩͠Μީ܈ͱ͍͏පؾΛҾ͖ى
͜͢͜ͱ͕͋ΔͷͰɺपғͷਓ෩͠Μʹ͔͔Βͳ͍͜ͱ͕େͰ͢ɻ༧ථ͕ಧ
͍ͨΒૣΊʹछ͠·͠ ΐ͏ ɻ

令和５年度対象者…年長児(平成2９年４月２日～平成３０年４月１日生まれ)
接　種　期　間…令和５年４月１日～令和６月３月31日（休診日を除く）
自 己 負 担 金…無料
˞༧ථɺྩ ̑ ̐ ݄̍ ʹ·Μͷ͏ொʹॅຽొ͕͋Δํʹ̐ ݄ʹૹ͠·͢ɻ

令和5年度定期接種対象者…平成19年4月2日～平成24年4月1日生まれの女性
キャッチアップ接種対象者…平成9年4月2日～平成19年4月1日生まれの女性

˞)17ʜώτύϐϩʔϚΠϧε

HPVワクチンについての詳しい情報は右記の厚生労働省のホームページをご参照ください。

接種差し控えの時期にあった方へ
ɹຊԌ༧छɺछʹΑΔ෭ԠͷӨڹʹΑΓฏ��ʙฏ��·Ͱੵۃతק͕ࠩ͠߇
͑ΒΕ͍ͯ·ͨ͠ɻ平成19年４月１日以前の生まれで、必要回数の接種が終わっていないお子さんは、20歳の
誕生日の前日までͷؒɺछΛड͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ߁݈ࢠखாΛ֬͝ೝ͍͖ͨͩɺ֘ ͷํछΛड͚
·͠ΐ͏ɻಛʹࠓɺࡀ��ʹͳΔ （ํ平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれ）Ͱɺ̍ظɺ̎ظͷ̐ܭ ճछ
Λ͍ͯྃ͠ͳ͍ํࠓதʹछΛड͚·͠ ΐ͏ ɻ

ɹྩ�·Ͱఆظछͱ͠ Ε͖ͯͨ)17ϫΫνϯɺ�ՁϫΫνϯʢαʔόϦοΫεʣɺ�ՁϫΫνϯ͞༺ͯ
ʢΨʔμγϧʣͷ�छྨͰ͕ͨ͠ɺ令和5年4月1日より、9価ワクチン（シルガード９）が追加されます。
ɹαʔόϦοΫε͓ΑͼΨʔμγϧɺٶࢠᰍ͕ΜΛ͜͠ى͍͢�छྨͷ)17ͷײછΛ͙͜ͱ͕Ͱ͖ɺٶࢠ
ᰍ͕ΜͷݪҼͷ��ʙ��ˋΛ͗·͢ɻγϧΨʔυ̕ ্ه�छྨʹՃ͑ɺଞͷ̑ छྨͷ)17ͷײછ͙͜ͱ͕
Ͱ͖ɺٶࢠᰍ͕ΜͷݪҼͷ��ʙ��ˋΛ͗·͢ɻ
ɹࡏݱɺ४උΛਐΊ͍ͯ·͢ͷͰɺৄ ͷྸͰඞཁճͷछ͕ऴΘ͍ͬͯͳ͍هୈɺԼ࣍ͳใ͕ܾ·Γࡉ
ํݸผҊɺொϗʔϜϖʔδͰ͓Βͤ͠·͢ɻ

麻しん・風しん（ＭＲ）２期ワクチン接種

日本脳炎ワクチン接種

子宮頸がんワクチン（HPVワクチン）接種

まんまんカフェが開催されていますまんまんカフェが開催されています
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問 ࢱอݥ課ɹҬแׅࢧԉηϯλʔ��ὸ73ô0125

˙৽ܕίϩφϫΫνϯछঢ়گʢ3�.3.2࣌ɾਪܭʣ

˞छରऀɺ�ʙ3ճ͕0݄͔�ࡀҎ্ɺ4ճ͕�2ࡀҎ্ɺ�ճ͕ࡀ��Ҏ্

年代
 
 

1 回目接種 2回目接種 3回目接種 5回目
対象者数

 
 

ʢ3�.�.�ਓޱʣ

4回目
対象者数
ʢ3�.�.�ਓޱʣ

1～3回目
対象者数
ʢ3�.�.�ਓޱʣ

4 回目接種 5回目接種
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ɹ·Μ·ΜΧϑΣͱɺೝʹؔ৺ͷ͋Δਓɺೝ͕ؾʹͳΔਓɺ
ೝͷਓͱͦͷՈɺઐ৬ͷਓͳͲɺ͞ ·͟·ͳਓ͕ग़ձ͑ΔͰ͢ɻ
ਃ͠ࠐΈෆཁͰ͢ͷͰ͓دཱ͓ͪʹܰؾΓ͘ ͍ͩ͞ɻ

ɹഏԌەٿʹΑΔഏԌͳͲͷײછΛ༧͠ॏԽΛ
͗·͢ɻຊਓͷ�ʙ�ˋͷऀྸߴɺඓͷԞʹە
͕ৗ͢ࡏΔͱ͍ΘΕ͍ͯ·͢ɻ
■令和5年度の対象者ʢछඅ༻Ұ෦ॿରऀʣ
ɹ·Μͷ͏ொʹॅຽొ͕͋Γɺᶃ͘͠ᶄʹ֘͢
ΔํͰ͔ͭɺաڈʹҰऀྸߴഏԌەٿʢ��ՁʣϫΫν
ϯΛछ͍ͯ͠ͳ͍ํ

ᶄ͔ࡀ��Βࡀ��ͷํͰɺ৺ ɾଁਛ ɾଁثٵݺͷػʹࣗ
ΕΔఔͷো͞ݶ੍ʹۃಈ͕׆׆ͷลͷৗੜݾ
׆ʹৗੜػώτ໔ӸෆશΠϧεʹΑΔ໔Ӹͷ
͕΄ͱΜͲෆՄͳఔͷোΛ༗͢Δ ʢํମোऀ
खா�ɾڃ�ఔͷํʣ

■助成回数　�ճݶΓ
■実施期間ɹྩ��݄�ʙྩ��݄��ʢٳΛআ ʣ͘
■自己負担金ɹ����ԁ
※自己負担金が免除（無料）になります
ରऀʗੜ׆อੈޢଳٴͼொຽ੫ඇ՝੫ੈଳ
ඞཁॻྨʗԼهͷॻྨͷɺ͍ ͣΕ͔�ͭΛछͷࡍʹ
ఏ͍ࣔͯͩ͘͠͞ɻ
˔հޢอݥྉͷ௨ॻίϐʔʢۙͷͷɺྫ �݄ࠒʹ
੫՝͔Βૹʣ
˔໔আঝೝॻʢ୲૭ޱͰਃखଓ͖͕ඞཁʣ
˔հޢอݥෛ୲ݶֹೝఆূ
■対象者への案内
ɹաڈͷछཤ ʢྺொ࣮ࢪͷͷʣΛ֬ೝ͠ɺ対象と思わ
れる方へ、接種対象者証明書（接種の際に必要）および詳
細について個別に案内通知いたします。

·Μ·ΜΧϑΣ͓ΑΓ͞Μ
ɹॴ ։࠵ ɹؒ࣌ ྉɹۚ

高篠公民館（まんのう町東高篠288-4） ※詳細はお問合せください 13:30～15:30
·Μ·ΜΧϑΣΉ͗ͬ͜ 山脇公民館（まんのう町山脇522-3） 第1火曜日

第4水曜日
第3火曜日
第2金曜日
第4土曜日

13:00～15:00
·Μ·ΜΧϑΣΈΑ͠ͷ 吉野公民館(まんのう町吉野1780-1) 9:00～12:00
·Μ·ΜΧϑΣ͔ΓΜ カフェ one’s（まんのう町炭所西1519-1） 9:30～11:30
·Μ·ΜΧϑΣ͜ ͱΓ ことりほーむ（まんのう町造田1651-1） 13:00～15:00
·Μ·ΜΧϑΣͷؒ 平野集会所（まんのう町炭所西207） 13:30～15:30

100円

※感染症予防のため、申し込みが必要な場合や、開催を中止している場合があります。

OPEN

令和５年度　高齢者用肺炎球菌ワクチン定期接種対象者

ᶃର ʢྸੜ݄ʣ

注
　意

ɹࠃ࿈૯ձʢฏ����݄��։࠵ʣʹ ͓͍ͯɺΧλʔϧԦࠃԦ൲ͷఏҊʹΑΓɺຖ̐ ݄̎ Λʮੈքࣗดൃܒ
σʔʯͱ͢Δ͜ͱ͕ܾٞ͞ΕɺશੈքͷਓʑʹࣗดΛཧղͯ͠Β͏औΓΈ͕ߦΘΕ͍ͯ·͢ɻ
ɹ۩ମతʹɺຖੈքࣗดൃܒσʔͷ̐ ݄̎ ʙ̔ Λൃୡোൃܒिؒͱͯ͠ɺγϯϙδϜͷ։࠵ϥϯυ
ϚʔΫͷϒϧʔϥΠτΞοϓͷ׆ಈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ɹࣗดΛ͡Ίͱ͢Δൃୡোʹ͍ͭͯΓɺཧղ͍ͯͨͩ͘͜͠ ͱɺൃ ୡোͷ͋Δਓ͚ͩͰͳ͘ɺͩ Ε͕
ͤʹΒͤΔࣾձͷ࣮ݱʹͭͳ͕Δͷͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻΈͳ͞·ͷ͝ཧղͱ͝ࢧԉΛ͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɻ

世界自閉症啓発デー

ผҊ͕ಧ͍ͨ߹Ͱɺࣗݸ අɾެ අΘͣաڈʹҰͰ
ഏԌەٿϫΫνϯʢ��ՁഏԌەٿບϙϦαοΧϥΠυʣΛ
छͨ͜͠ͱͷ͋Δํɺର֎ͱͳΓ·͢ɻ

ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ��
ͱͳΔํࡀ���

ত���݄�ੜʙত���݄�ੜ
ত���݄�ੜʙত���݄�ੜ
ত���݄�ੜʙত���݄�ੜ
ত���݄�ੜʙত���݄�ੜ
ত���݄�ੜʙত���݄�ੜ
ত����݄�ੜʙত����݄�ੜ
ত����݄�ੜʙত����݄�ੜ
େਖ਼���݄�ੜʙେਖ਼���݄�ੜ

予防接種のお知らせ

問 ਐ課��ὸ73ô0126૿߁݈

ɹຑ͠Μʢ͔͠ʣඇৗʹײછྗ͕͘ڧɺഏԌɺதࣖԌͳͲͷ߹ซΛͬͯॏԽ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ·ͨ
෩͠Μ৷தͷঁੑ͕͔͔Δͱࣇʹઌఱੑ෩͠Μީ܈ͱ͍͏පؾΛҾ͖ى
͜͢͜ͱ͕͋ΔͷͰɺपғͷਓ෩͠Μʹ͔͔Βͳ͍͜ͱ͕େͰ͢ɻ༧ථ͕ಧ
͍ͨΒૣΊʹछ͠·͠ ΐ͏ ɻ

令和５年度対象者…年長児(平成2９年４月２日～平成３０年４月１日生まれ)
接　種　期　間…令和５年４月１日～令和６月３月31日（休診日を除く）
自 己 負 担 金…無料
˞༧ථɺྩ ̑ ̐ ݄̍ ʹ·Μͷ͏ொʹॅຽొ͕͋Δํʹ̐ ݄ʹૹ͠·͢ɻ

令和5年度定期接種対象者…平成19年4月2日～平成24年4月1日生まれの女性
キャッチアップ接種対象者…平成9年4月2日～平成19年4月1日生まれの女性

˞)17ʜώτύϐϩʔϚΠϧε

HPVワクチンについての詳しい情報は右記の厚生労働省のホームページをご参照ください。

接種差し控えの時期にあった方へ
ɹຊԌ༧छɺछʹΑΔ෭ԠͷӨڹʹΑΓฏ��ʙฏ��·Ͱੵۃతק͕ࠩ͠߇
͑ΒΕ͍ͯ·ͨ͠ɻ平成19年４月１日以前の生まれで、必要回数の接種が終わっていないお子さんは、20歳の
誕生日の前日までͷؒɺछΛड͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ߁݈ࢠखாΛ֬͝ೝ͍͖ͨͩɺ֘ ͷํछΛड͚
·͠ΐ͏ɻಛʹࠓɺࡀ��ʹͳΔ （ํ平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれ）Ͱɺ̍ظɺ̎ظͷ̐ܭ ճछ
Λ͍ͯྃ͠ͳ͍ํࠓதʹछΛड͚·͠ ΐ͏ ɻ

ɹྩ�·Ͱఆظछͱ͠ Ε͖ͯͨ)17ϫΫνϯɺ�ՁϫΫνϯʢαʔόϦοΫεʣɺ�ՁϫΫνϯ͞༺ͯ
ʢΨʔμγϧʣͷ�छྨͰ͕ͨ͠ɺ令和5年4月1日より、9価ワクチン（シルガード９）が追加されます。
ɹαʔόϦοΫε͓ΑͼΨʔμγϧɺٶࢠᰍ͕ΜΛ͜͠ى͍͢�छྨͷ)17ͷײછΛ͙͜ͱ͕Ͱ͖ɺٶࢠ
ᰍ͕ΜͷݪҼͷ��ʙ��ˋΛ͗·͢ɻγϧΨʔυ̕ ্ه�छྨʹՃ͑ɺଞͷ̑ छྨͷ)17ͷײછ͙͜ͱ͕
Ͱ͖ɺٶࢠᰍ͕ΜͷݪҼͷ��ʙ��ˋΛ͗·͢ɻ
ɹࡏݱɺ४උΛਐΊ͍ͯ·͢ͷͰɺৄ ͷྸͰඞཁճͷछ͕ऴΘ͍ͬͯͳ͍هୈɺԼ࣍ͳใ͕ܾ·Γࡉ
ํݸผҊɺொϗʔϜϖʔδͰ͓Βͤ͠·͢ɻ

麻しん・風しん（ＭＲ）２期ワクチン接種

日本脳炎ワクチン接種

子宮頸がんワクチン（HPVワクチン）接種

まんまんカフェが開催されていますまんまんカフェが開催されています
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ɹো͕͍ͷ͋Δਓ͕ར༻͢ΔܰࣗಈंͳͲΛରʹɺো͕͍ͷ۠͝ͱͷڃं྆ͷॴ༗໊ٛͳͲҰఆͷཁ݅
Λຬ͍ͨͯ͠Δ߹ʹݮ໔ਃ͕Ͱ͖·͢ɻৄࡉɺ੫՝·Ͱ͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

ɹྩ�ࣗಈं੫ʢछผׂʣͷݮ໔ਃɺ�݄�͔Β�݄��ʢɺɺॕ Λআ͖·͢ɻʣ·Ͱɺ߳ ݝݝ੫ࣄ
ॴࣗಈं੫՝ʢߴদࢢদౡொʣͰड͚͚·͕͢ɺօ͞·ͷ͓ॅ·͍ͷ۠ʹ͓͖·͠ ͯɺ࣍ͷͱ͓Γྟ࣌ʹग़ு
ͯ͠ड͚͚·͢ͷͰ͝ར༻͍ͩ͘͞ɻ

˞ਃؒظΛա͗ΔͱɺࠓडͰ͖·ͤΜɻ
ɹૣΊͷਃΛ͓͍͠ئ·͢ɻ
ؐʹͳΔ߹͕͋Γ·͢ɻޙৼସೲͷ߹ɺҰ୴ৼସ͠࠲ޱ

　4月・6月・8月の年金からは前年度の保険税・保険料を基にした金額として2月分
と同じ金額が天引きされます（①の例）。
2月分で天引きされていない場合もあります（②の例）。

ᶃྩ̑ 2݄にఱҾ͖さΕていΔਓ
　引き続き町内に在住し、年金を受給している人は原則、4月以降も年金から天引き
されます。

ᶄྩ52݄にఱҾ͖さΕていͳいਓ
　仮徴収はありませんので、7月に送付する決定通知書で必ず納付方法を確認してください。納付書払いか口座
振替になっています。
　納付書払いの封筒には、ೲॻࡏதと表示しています。

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の年金天引き

ʪֹ͕3�000ԁͷ߹ͷྫʫ

˔ग़ுडͷ࣌ɾॴ

　学生の方は一般的に所得が少ないため、
ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年
金保険料の納付が猶予される「学生納付特
例制度」があります。対象となる方は、学校
教育法に規定する大学（大学院）、短期大
学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び
各種学校（修業年限１年以上である課程）に
在学する学生等で、ご本人の前年所得が次
の計算式で計算した金額以下であることが
条件です。

　学生納付特例制度により、令和４年度に保
険料納付を猶予されている方で、令和５年
度も引き続き在学予定の方へ、3月末に基
礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学
生納付特例申請書が送付されます。同一の
学校に在学されている方は、このハガキに
必要事項を記入して返送いただくことによ
り、令和５年度の申請ができます。（この場
合、在学証明書また
は学生証の写しの添
付は不要です。）

国民年金についてのお知らせ

128ສԁ Ģɹැཆの 3̫8ສԁĤ

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

所得の
目　安

問 ળ௨ࣉۚࣄॴ��ὸ62ô1662��ࣗಈԻΨΠμϯεᶄˠᶄ

問 ੫課��ὸ73ô0104

問 ߳ݝݝ੫ࣄॴࣗಈं੫課ʢߴদࢢদౡொ�ஸ���2�ʣ��ὸ087ô806ô0314ʢඞͣࣄલʹ͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻʣ

問 ੫課��ὸ73ô0104

問 ੫課��ὸ73ô0104

問 ॅຽੜ׆課��ὸ73ô0101

申請期間４月３日（月）～５月２６日（金）

受付場所 税務課、各支所・出張所
対象車両 •障がいのある人が利用する軽自動車など

˞ো͕͍ऀ̍ ਓʹ͖ͭɺී ௨ंɺܰ ࣗಈंɺόΠΫͷ͍ͣΕ͔̍ ͷΈର

•車いすの昇降装置などのある軽自動車
•社会福祉事業を行う公益法人などの所有する軽自動車など

　固定資産課税台帳を基に作成さ
れる土地価格等縦覧帳簿や家屋価
格等縦覧帳簿により、土地または
家屋の価格をご覧いただけます。
●縦覧期間
4月3日（月）～5月31日（水）
※土日、祝日を除きます。
●縦覧場所
役場本庁税務課
琴南支所
仲南支所

確かめよう！
固定資産の
確かめよう！
固定資産の

9：00～16：00
４月10日（月）
４月17日（月）
５月15日（月）

中讃県民センター（香川県仲多度合同庁舎内）
善通寺市生野本町1-1-12
ὸ0877ô62ô9610

場所・連絡先 申請受付日 受付時間

香川県から
のお知らせ 身体・精神・知的障がい者の自動車税（種別割）の減免

マイナンバーカードをマイナンバーカードを
作りませんか
˔ӡస໔ূڐͳͲͱಉ༷ʹࣸإਅೖΓͷެతূ໌ॻͱ͠ ɻ͢·͑ͯ
ɹʢӡస໔ূڐΛ͓ͪ࣋Ͱͳ͍ํɺ·ͨฦؐ͞ΕͨํʹΦεεϝͰ͢ɻʣ
˔ॅຽථͷࣸ͠ҹؑূ໌ॻɺށ੶ূ໌ॻΛίϯϏχͰऔಘͰ͖·͢ɻ
ͱ͠ূݥอ߁݈˔ ɻ͢·͑ͯ
˔ϚΠφϯόʔͷఏࣔͱຊਓ֬ೝ͕ಉ࣌ʹͰ͖·͢ɻ
˔F�UBYͳͲͷిࢠਃʹར༻Ͱ͖·͢ɻ

� �ϚΠφϯόʔΧʔυΛਃ͢ΔࡍʹඞཁͳࣸإਅΛແྉͰࡱӨ͠ɺΧʔ
υͷਃΛ͢Δ͓ख͍Λ͠·͢ɻʢΧʔυൃߦ·Ͱ�͔݄͔͔Γ·͢ʣ
ͥͻ͜ͷػձʹϚΠφϯόʔΧʔυͷਃΛ͝ݕ౼͍ͩ͘͞ɻ
【実施場所】ຊிॅຽੜ׆՝
【持参物】ʮ௨Χʔυʯ·ͨɺํެஂڞମใγεςϜ͔ߏػΒૹΒΕ͖ͯͨ
ʮϚΠφϯόʔΧʔυަਃͷ͝Ҋʯɻલهͷॻྨ͕ͳ͍ํɺຊਓ֬ೝॻྨɻ
【備考】૭ޱͷࠞࡶঢ়گʹΑΓɺ͓ ͍ͪͨͩ͘͜ ͱ͕͋Γ·͢ɻ

マイナンバーカードがあれば…

マイナンバーカード申請のお手伝いをします

評価額評価額

34 3�

（仮徴収といいます）

令和5年2月と同額ずつ
※8月は変更になる場合があります

（年税額－仮徴収の合計額）÷３
例 （36,000－15,000）÷３＝7,000

徴 収 方 法

税 額（ 円 ） 5,000 5,000 5,000 5,000 7,000 7,000 7,000

同じ金額

（本徴収といいます）

R5.4月 R5.6月 R5.8月 R5.10月 R5.12月 R6.2月R5.2月

˓લॴಘʢྩ̐ தʣのਃ͕ࠂͳ͚Ε、ܰ ાஔʢ7ݮ ・ׂ5 、ʣΛड͚ΒΕͳい合͕͋Γま͢のでݮ2ׂׂܰ・
લதʢྩ4தʣにॴಘ͕ͳいํඞͣਃࠂΛしましΐ͏ 。

軽自動車税（種別割）減免申請の受付軽自動車税（種別割）減免申請の受付
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ɹো͕͍ͷ͋Δਓ͕ར༻͢ΔܰࣗಈंͳͲΛରʹɺো͕͍ͷ۠͝ͱͷڃं྆ͷॴ༗໊ٛͳͲҰఆͷཁ݅
Λຬ͍ͨͯ͠Δ߹ʹݮ໔ਃ͕Ͱ͖·͢ɻৄࡉɺ੫՝·Ͱ͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

ɹྩ�ࣗಈं੫ʢछผׂʣͷݮ໔ਃɺ�݄�͔Β�݄��ʢɺɺॕ Λআ͖·͢ɻʣ·Ͱɺ߳ ݝݝ੫ࣄ
ॴࣗಈं੫՝ʢߴদࢢদౡொʣͰड͚͚·͕͢ɺօ͞·ͷ͓ॅ·͍ͷ۠ʹ͓͖·͠ ͯɺ࣍ͷͱ͓Γྟ࣌ʹग़ு
ͯ͠ड͚͚·͢ͷͰ͝ར༻͍ͩ͘͞ɻ

˞ਃؒظΛա͗ΔͱɺࠓडͰ͖·ͤΜɻ
ɹૣΊͷਃΛ͓͍͠ئ·͢ɻ
ؐʹͳΔ߹͕͋Γ·͢ɻޙৼସೲͷ߹ɺҰ୴ৼସ͠࠲ޱ

　4月・6月・8月の年金からは前年度の保険税・保険料を基にした金額として2月分
と同じ金額が天引きされます（①の例）。
2月分で天引きされていない場合もあります（②の例）。

ᶃྩ̑ 2݄にఱҾ͖さΕていΔਓ
　引き続き町内に在住し、年金を受給している人は原則、4月以降も年金から天引き
されます。

ᶄྩ52݄にఱҾ͖さΕていͳいਓ
　仮徴収はありませんので、7月に送付する決定通知書で必ず納付方法を確認してください。納付書払いか口座
振替になっています。
　納付書払いの封筒には、ೲॻࡏதと表示しています。

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の年金天引き

ʪֹ͕3�000ԁͷ߹ͷྫʫ

˔ग़ுडͷ࣌ɾॴ

　学生の方は一般的に所得が少ないため、
ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年
金保険料の納付が猶予される「学生納付特
例制度」があります。対象となる方は、学校
教育法に規定する大学（大学院）、短期大
学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び
各種学校（修業年限１年以上である課程）に
在学する学生等で、ご本人の前年所得が次
の計算式で計算した金額以下であることが
条件です。

　学生納付特例制度により、令和４年度に保
険料納付を猶予されている方で、令和５年
度も引き続き在学予定の方へ、3月末に基
礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学
生納付特例申請書が送付されます。同一の
学校に在学されている方は、このハガキに
必要事項を記入して返送いただくことによ
り、令和５年度の申請ができます。（この場
合、在学証明書また
は学生証の写しの添
付は不要です。）

国民年金についてのお知らせ

128ສԁ Ģɹැཆの 3̫8ສԁĤ

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

所得の
目　安

問 ળ௨ࣉۚࣄॴ��ὸ62ô1662��ࣗಈԻΨΠμϯεᶄˠᶄ

問 ੫課��ὸ73ô0104

問 ߳ݝݝ੫ࣄॴࣗಈं੫課ʢߴদࢢদౡொ�ஸ���2�ʣ��ὸ087ô806ô0314ʢඞͣࣄલʹ͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻʣ

問 ੫課��ὸ73ô0104

問 ੫課��ὸ73ô0104

問 ॅຽੜ׆課��ὸ73ô0101

申請期間４月３日（月）～５月２６日（金）

受付場所 税務課、各支所・出張所
対象車両 •障がいのある人が利用する軽自動車など

˞ো͕͍ऀ̍ ਓʹ͖ͭɺී ௨ंɺܰ ࣗಈंɺόΠΫͷ͍ͣΕ͔̍ ͷΈର

•車いすの昇降装置などのある軽自動車
•社会福祉事業を行う公益法人などの所有する軽自動車など

　固定資産課税台帳を基に作成さ
れる土地価格等縦覧帳簿や家屋価
格等縦覧帳簿により、土地または
家屋の価格をご覧いただけます。
●縦覧期間
4月3日（月）～5月31日（水）
※土日、祝日を除きます。
●縦覧場所
役場本庁税務課
琴南支所
仲南支所

確かめよう！
固定資産の
確かめよう！
固定資産の

9：00～16：00
４月10日（月）
４月17日（月）
５月15日（月）

中讃県民センター（香川県仲多度合同庁舎内）
善通寺市生野本町1-1-12
ὸ0877ô62ô9610

場所・連絡先 申請受付日 受付時間

香川県から
のお知らせ 身体・精神・知的障がい者の自動車税（種別割）の減免

マイナンバーカードをマイナンバーカードを
作りませんか
˔ӡస໔ূڐͳͲͱಉ༷ʹࣸإਅೖΓͷެతূ໌ॻͱ͠ ɻ͢·͑ͯ
ɹʢӡస໔ূڐΛ͓ͪ࣋Ͱͳ͍ํɺ·ͨฦؐ͞ΕͨํʹΦεεϝͰ͢ɻʣ
˔ॅຽථͷࣸ͠ҹؑূ໌ॻɺށ੶ূ໌ॻΛίϯϏχͰऔಘͰ͖·͢ɻ
ͱ͠ূݥอ߁݈˔ ɻ͢·͑ͯ
˔ϚΠφϯόʔͷఏࣔͱຊਓ֬ೝ͕ಉ࣌ʹͰ͖·͢ɻ
˔F�UBYͳͲͷిࢠਃʹར༻Ͱ͖·͢ɻ

� �ϚΠφϯόʔΧʔυΛਃ͢ΔࡍʹඞཁͳࣸإਅΛແྉͰࡱӨ͠ɺΧʔ
υͷਃΛ͢Δ͓ख͍Λ͠·͢ɻʢΧʔυൃߦ·Ͱ�͔݄͔͔Γ·͢ʣ
ͥͻ͜ͷػձʹϚΠφϯόʔΧʔυͷਃΛ͝ݕ౼͍ͩ͘͞ɻ
【実施場所】ຊிॅຽੜ׆՝
【持参物】ʮ௨Χʔυʯ·ͨɺํެஂڞମใγεςϜ͔ߏػΒૹΒΕ͖ͯͨ
ʮϚΠφϯόʔΧʔυަਃͷ͝Ҋʯɻલهͷॻྨ͕ͳ͍ํɺຊਓ֬ೝॻྨɻ
【備考】૭ޱͷࠞࡶঢ়گʹΑΓɺ͓ ͍ͪͨͩ͘͜ ͱ͕͋Γ·͢ɻ

マイナンバーカードがあれば…

マイナンバーカード申請のお手伝いをします

評価額評価額

34 3�

（仮徴収といいます）

令和5年2月と同額ずつ
※8月は変更になる場合があります

（年税額－仮徴収の合計額）÷３
例 （36,000－15,000）÷３＝7,000

徴 収 方 法

税 額（ 円 ） 5,000 5,000 5,000 5,000 7,000 7,000 7,000

同じ金額

（本徴収といいます）

R5.4月 R5.6月 R5.8月 R5.10月 R5.12月 R6.2月R5.2月

˓લॴಘʢྩ̐ தʣのਃ͕ࠂͳ͚Ε、ܰ ાஔʢ7ݮ ・ׂ5 、ʣΛड͚ΒΕͳい合͕͋Γま͢のでݮ2ׂׂܰ・
લதʢྩ4தʣにॴಘ͕ͳいํඞͣਃࠂΛしましΐ͏ 。

軽自動車税（種別割）減免申請の受付軽自動車税（種別割）減免申請の受付
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食 改 の
食育だより
1日に350gの
野菜を食べよう！

料理の
ポイント
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地域おこし協力隊コラム

作り方

材料
ʢ4ਓʣ

・ボイルえびはサラダ用の小エビを使うことで切る手間も省けます。
・辛子が苦手な方や子どもには、代わりにマヨネーズを加えて和える
と食べやすくなります。
・えびの代わりにイカや練り製品を使っても美味しく仕上がります。

wΤωルΪー��LDBM wたんͺく質���H wࢷ質���H w৯ણҡ���H w৯Ԙ���H

Ώでて͑Δだ ʂ͚ேで؆୯ࡊՖϨγϐʂʂ

「しし座の渦巻銀河（M96）」

·Μͷ͏ఱจͰࡱӨͨ͠ɺ͠͠࠲ͷӔۜרՏʢ.��ʣ

ɹय़ͷঔͷ͜Ζೆͷۭݟʹ͘ߴΒΕΔʮ͠͠࠲ʯɺΪϦ
γϟਆͰӳ༤ϔϥΫϨεʹୀ࣏͞ΕͨΕϥΠΦϯͷ
Ͱɺ·͞ʹ֫ʹͼ͔͔Ζ࠲Λඳ͖ग़ͨ͠ඒ͍࢟͠
͏ͱ͢Δ࢟ΛΠϝʔδͰ͖·͢ɻͦ ͷࢠࢰͷ͓ͳ͔ͷ͋
ͨΓʹӔۜרՏʮ.��ʯΛݟΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ͔ٿΒ
3�00ສޫΕͨఱମͰ໌Δ͞�.�ɺఱମԕڸ
Ͱ୶͍ପԁঢ়ͷ࢟ΛݟΔ͜ͱ͕Ͱ͖ɺࣸ ਅʹࡱΔͱ֎
ଆͷͷ෦෦ͷӔߏ͖ר͕͔Γ·͢ɻ

❶

❸

44 月

岩 井 つ く し

地域おこし協力隊

　加工する際に刃の”矩”、つまり、垂直が出ていないと
材を跳ね上げて大事故になったり、出来上がった製品の
ガタつきに繋がったりするので「矩」を出すということは
木工ではとても大切な作業です。
　矩が出ていなくておっかねぇ
ことにならないように気をつけ
て作業したいものですね。

　今月は木工用語のお
はなし。
　「カネ」というと”金”
や”鐘”を連想しますが
木工業界では「矩」。
直角・垂直という意味
で飛び交う言葉です。
”さしがね”という大工さんが持っているL字型の定規は
この直角を意味する「矩」からきています。

「カネ」って
ご存じですか？

さしがね

・ ・・

問 まΜの͏ఱจɹὸ89ô0619�ʢཹकの合は、ۏೆެຽؗ�ὸ85ô2221�まͨは�ੜֶ֔श課�ὸ89ô7020ʣ

菜花とえびの辛子和え菜花とえびの辛子和え
菜花······················280g

ボイルえび··············120g

ごま·························適量

しょうゆ·······大さじ1.1/3
和風だし·············大さじ2
練り辛子·············小さじ1
砂糖··················小さじ1

花とえͼをࡊ
Ճえてえる

しょうゆ 和風だし 砂糖 練り辛子
A

、にりث
ごまを;る

ごま

さっとԘᣐでし、
͟るにあ͛て
ܰくߜる

� ᶲఔ度のさにる
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Πϕϯτɾ࠵ΛϐοΫΞοϓ

　本町では、町内で栽培されたひまわりを使ってひまわりオイルを生
産していますが、その過程で生じる種の搾りかすを飼料に混ぜて育て
る「まんのうひまわり牛」が町内の畜産事業者で育てられています。
　3月2日、このひまわり牛を使った牛丼が、町内全ての小中学校など
の給食として提供されました。満濃中学校の生徒からは「柔らかくて、
最高！」との声が聞こえてきました。

「まんのうひまわり牛」が給食に

　この度、まんのう町より、三好譲太郎さん
（吉野）、関希望さん（東高篠）、白川拓杜さん
（造田）の３名が自衛隊に入隊することにな
り、その激励会が2月16日、町役場で行われ
ました。会では、栗田町長や家族会仲多度地
区長の小野氏らより激励の言葉と記念品が
贈られ、入隊予定者は真剣な面持ちで受け止
めていました。

自衛隊入隊予定者を激励

　2月２８日、仲南支所において、町
内のこども園・小中学校の職員及
び建設業等関係者の方を対象に、
「まんのう町人権・同和問題研修会」
を行いました。香川県総務部人権・
同和政策課の雨霧壽男氏を講師と
してお招きし、「みんなで築こう　

人権尊重社会」と題して多様性を理解し、認め合う社会の実現をするた
めに、私たちができること、しなければならないことについてご講演いた
だきました。参加者は身近に起こっている様々な差別問題の話に興味深
く聞き入り、改めて人権・同和問題についての理解を深めていました。

綾子踊の保存継承に尽
力し、ユネスコ無形文
化遺産へ登録されるな
どの功績に対し、功労
表彰が贈られました。

※令和4年度より、分野を問わず世界一や日本一になるなど輝
　かしい活躍をした人にまんのう町特別表彰を贈っています。

まんのう町人権・同和問題研修会を開催̎̌ ̎̎ 度

大西　彩巴さん（帆山）
チーム名「CREACIA」 佐文綾子踊保存会
全国ダンスパフォーマンス
コンテスト2022
தߴੜҰൠΦʔϓϯ෦
ʢεϞʔϧฤʣͰ༏উ
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功労表彰祝日本一名誉賞祝
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・ボイルえびはサラダ用の小エビを使うことで切る手間も省けます。
・辛子が苦手な方や子どもには、代わりにマヨネーズを加えて和える
と食べやすくなります。
・えびの代わりにイカや練り製品を使っても美味しく仕上がります。
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Ώでて͑Δだ ʂ͚ேで؆୯ࡊՖϨγϐʂʂ

「しし座の渦巻銀河（M96）」
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44 月

岩 井 つ く し

地域おこし協力隊

　加工する際に刃の”矩”、つまり、垂直が出ていないと
材を跳ね上げて大事故になったり、出来上がった製品の
ガタつきに繋がったりするので「矩」を出すということは
木工ではとても大切な作業です。
　矩が出ていなくておっかねぇ
ことにならないように気をつけ
て作業したいものですね。

　今月は木工用語のお
はなし。
　「カネ」というと”金”
や”鐘”を連想しますが
木工業界では「矩」。
直角・垂直という意味
で飛び交う言葉です。
”さしがね”という大工さんが持っているL字型の定規は
この直角を意味する「矩」からきています。

「カネ」って
ご存じですか？

さしがね

・ ・・

問 まΜの͏ఱจɹὸ89ô0619�ʢཹकの合は、ۏೆެຽؗ�ὸ85ô2221�まͨは�ੜֶ֔श課�ὸ89ô7020ʣ

菜花とえびの辛子和え菜花とえびの辛子和え
菜花······················280g

ボイルえび··············120g

ごま·························適量

しょうゆ·······大さじ1.1/3
和風だし·············大さじ2
練り辛子·············小さじ1
砂糖··················小さじ1
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Πϕϯτɾ࠵ΛϐοΫΞοϓ

　本町では、町内で栽培されたひまわりを使ってひまわりオイルを生
産していますが、その過程で生じる種の搾りかすを飼料に混ぜて育て
る「まんのうひまわり牛」が町内の畜産事業者で育てられています。
　3月2日、このひまわり牛を使った牛丼が、町内全ての小中学校など
の給食として提供されました。満濃中学校の生徒からは「柔らかくて、
最高！」との声が聞こえてきました。

「まんのうひまわり牛」が給食に

　この度、まんのう町より、三好譲太郎さん
（吉野）、関希望さん（東高篠）、白川拓杜さん
（造田）の３名が自衛隊に入隊することにな
り、その激励会が2月16日、町役場で行われ
ました。会では、栗田町長や家族会仲多度地
区長の小野氏らより激励の言葉と記念品が
贈られ、入隊予定者は真剣な面持ちで受け止
めていました。

自衛隊入隊予定者を激励

　2月２８日、仲南支所において、町
内のこども園・小中学校の職員及
び建設業等関係者の方を対象に、
「まんのう町人権・同和問題研修会」
を行いました。香川県総務部人権・
同和政策課の雨霧壽男氏を講師と
してお招きし、「みんなで築こう　

人権尊重社会」と題して多様性を理解し、認め合う社会の実現をするた
めに、私たちができること、しなければならないことについてご講演いた
だきました。参加者は身近に起こっている様々な差別問題の話に興味深
く聞き入り、改めて人権・同和問題についての理解を深めていました。

綾子踊の保存継承に尽
力し、ユネスコ無形文
化遺産へ登録されるな
どの功績に対し、功労
表彰が贈られました。

※令和4年度より、分野を問わず世界一や日本一になるなど輝
　かしい活躍をした人にまんのう町特別表彰を贈っています。

まんのう町人権・同和問題研修会を開催̎̌ ̎̎ 度

大西　彩巴さん（帆山）
チーム名「CREACIA」 佐文綾子踊保存会
全国ダンスパフォーマンス
コンテスト2022
தߴੜҰൠΦʔϓϯ෦
ʢεϞʔϧฤʣͰ༏উ
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査
結
果
の
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問
29

　
同
和
問
題
（
部
落
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別
）
を
な
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す

た
め
に
、
あ
な
た
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
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全
体
で
は
、「
家
庭
で
差
別
を
し
な
い

よ
う
に
教
え
る
」「
人
権
教
育
・
啓
発
活

動
を
積
極
的
に
行
う
」「
結
婚
や
就
職
に

際
し
差
別
し
な
い
」
の
肯
定
的
な
考
え

が
上
位
に
あ
り
、
性
別
、
年
代
別
、
職

業
別
も
全
体
と
同
様
の
回
答
で
し
た
。

　
一
方
、
否
定
的
な
考
え
の
「
そ
っ
と

し
て
お
け
ば
自
然
に
な
く
な
る
」
は

19
％
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
回
答
は
60
・

70
歳
代
以
上
が
他
の
年
代
よ
り
高
い
数

値
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

分
析

　
交
際
や
結
婚
に
関
し
て
半
数
近
く
が
否
定

的
な
意
識
で
あ
る
実
態
の
中
で
、「
家
庭
で

差
別
を
し
な
い
よ
う
に
教
え
る
」
が
最
も
高

い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
現
実
的
に
は

実
行
さ
れ
に
く
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
自
然
に
な

く
な
る
」、「
そ
の
他
」、「
わ
か
ら
な
い
」、「
無

回
答
」
の
合
算
は
40
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

教
育
や
啓
発
の
推
進
が
急
務
と
考
え
ま
す
。

問
30

　
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）を
な
く
す

た
め
に
、国
、県
、市
町
で
は
各
種
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
さ
ら
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
と
思
い

ま
す
か
。

調
査
結
果

　
全
体
で
は
、「
住
宅
環
境
や
生
活
環

境
を
改
善
・
整
備
す
る
」「
教
育
、
社

会
的
生
活
能
力
を
高
め
る
」「
教
育
・

啓
発
活
動
、
人
権
意
識
を
高
め
る
」

の
回
答
が
多
く
、
年
代
別
、
職
業
別

も
同
様
の
回
答
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

年
代
別
の
10
〜
30
歳
代
は
、
各
種
の

事
業
の
推
進
に
対
し
て
積
極
的
に
受

け
止
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

 

他
方
、「
特
別
な
こ
と
は
し
な
く
て

よ
い
」
の
回
答
が
26
％
あ
る
こ
と
は
、

啓
発
の
中
で
施
策
の
必
要
性
を
き
ち

ん
と
周
知
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

分
析

　
若
年
層
の
「
環
境
改
善
」「
社
会
的
生

活
能
力
を
高
め
る
」「
教
育
・
啓
発
活
動
」

に
関
す
る
高
い
意
識
を
こ
の
年
代
か
ら
拡

大
し
て
い
く
方
途
の
検
討
は
意
義
が
あ
る

こ
と
だ
と
受
け
取
れ
ま
す
。
し
か
し
、「
特

別
な
こ
と
を
し
な
く
て
い
い
」(

寝
た
子

を
起
こ
す
な
的
な
意
識)

は
、
50
歳
代
以

上
で
30
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
若
年
層
の

意
識
や
態
度
が
後
退
し
な
い
よ
う
な
対
策

も
同
時
に
必
要
と
考
え
ま
す
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

「
同
和
問
題
」

人 権 作 文 コ ー ナ ー
　
私
は
、
学
校
生
活
で
こ
ま
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
、
お
家
の
人
に
相
談
し
て
い
ま
す
。
私

の
気
持
ち
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、
お
母
さ

ん
が
子
ど
も
の
時
に
あ
っ
た
こ
と
を
話
し
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。
す
る
と
、
気
持
ち
が
と

て
も
楽
に
な
り
、
元
気
や
勇
気
が
わ
い
て
き

ま
す
。

　
学
校
で
は
、
お
家
の
人
に
教
え
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
友
達
と
ペ
ア
を
つ
く
っ
て

活
動
す
る
と
き
に
、
自
分
か
ら
声
を
か
け
て

さ
そ
っ
た
り
、
人
に
よ
っ
て
た
い
度
を
変
え

る
の
で
は
な
く
、
だ
れ
と
で
も
平
等
に
話
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
話
が
で
き

る
友
達
が
ふ
え
て
、
学
校
生
活
が
楽
し
く
な

り
ま
し
た
。

こ
の
け
い
け
ん
か
ら
、
だ
れ
か
に
声
を
か
け

て
も
ら
う
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
分
か

ら
相
談
し
た
り
、
声
を
か
け
た
り
す
る
こ
と

は
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ぎ
ゃ
く

に
私
が
こ
ま
っ
て
い
る
人
、
な
や
ん
で
い
る

人
を
見
か
け
た
ら
、
そ
の
子
の
気
持
ち
に

な
っ
て
話
を
聞
い
た
り
、
か
い
決
方
法
を

い
っ
し
ょ
に
考
え
た
り
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
友
達
が
楽
し
く
、
笑
顔

で
す
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
私
も
う
れ
し

い
で
す
。

　
も
し
、
な
や
ん
だ
り
、
こ
ま
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
り
し
た
ら
、一
人
で
な
や
ま
な
い
で
、

自
分
の
気
持
ち
を
打
ち
明
け
た
り
、
だ
れ
か

に
相
談
し
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、

だ
れ
か
が
さ
さ
え
に
な
っ
て
く
れ
て
気
持
ち

が
軽
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

一
人
で
な
や
ま
な
い
で

四
条
小
学
校　
五
年

德と
く
井い　
菫す
み
れ

　
わ
た
し
は
、
道
徳
の
時
間
に
学
習
し
た
「
新

次
の
し
ょ
う
ぎ
」
と
い
う
話
が
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。
理
由
は
新
次
の
後
か
い
す
る
気
持
ち
が

す
ご
く
伝
わ
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
し
ょ
う
ぎ

を
し
て
い
た
新
次
は
対
戦
相
手
の
お
じ
さ
ん

が
、
用
事
で
見
て
い
な
い
間
に
こ
ま
の
位
置
を

自
分
に
有
利
な
位
置
に
動
か
し
、
不
正
な
勝
ち

方
を
し
ま
し
た
。
新
次
は
、
や
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
だ
と
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
あ
く
ま
の

さ
さ
や
き
に
負
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
話
で
一
番
心
に
残
っ
た
場
面
は
、
新
次

が
不
正
を
し
た
こ
と
を
後
か
い
し
、
か
さ
を
持

つ
手
に
な
み
だ
が
こ
ぼ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
不

正
を
し
た
こ
と
に
む
ね
が
苦
し
く
な
っ
て
、
泣

き
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。
あ
れ
だ
け
心
が
苦
し

い
思
い
を
し
た
の
だ
か
ら
、
も
う
二
度
と
不
正

を
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
後
で
お
じ
さ
ん
に
不

正
を
し
て
勝
っ
た
こ
と
を
あ
や
ま
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
苦
し
い
の
は
新
次
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
正
を
さ
れ
た
お
じ
さ
ん

だ
っ
て
悲
し
い
し
、
苦
し
い
気
持
ち
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
不
正
は
自
分
だ
け
で
な
く
、
相
手

の
心
に
も
き
ず
を
つ
け
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
も
し
も
わ
た
し
が
不
正
や
ず
る
い
こ
と
を
し

て
し
ま
っ
た
ら
、
き
っ
と
新
次
と
同
じ
よ
う
に

後
か
い
す
る
だ
ろ
う
し
、
不
正
を
し
た
相
手
を

い
や
な
気
持
に
さ
せ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
、
ま
た
、
自
分
も
相
手
も

気
持
ち
よ
く
す
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

不
正
を
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
相
手
に
す
ぐ
に

あ
や
ま
っ
た
り
、
正
直
に
話
し
た
り
し
た
い
で

す
。
何
よ
り
つ
い
や
っ
て
し
ま
う
弱
い
心
に
負

け
な
い
強
い
心
を
も
ち
た
い
で
す
。

心
を
強
く

四
条
小
学
校　
五
年

川か
わ
瀧た
き　
梨り

音お
ん

楽しさ？ 面白い遊具？ 夢？　あ、わかった！知名度！
かりん広場ってどこにあるん？って思うわな。

υラϙくん

ほーほー、そうやったんか。ジャストタイムで花見に最高の場所を
紹介してくれて、ありがとな (*ʼω ʼ*)・・
よし、それじゃ、あるあるクイズ出すぞ。

「お花見」にあって、「すもう」にもあるものな～んだ。
υラϙくん

まんテンちゃんは、満濃池の主からドラゴンポシェット（ドラポ）を
もらいました。まんテンちゃんは、満濃池のことがいろいろ知りたいので、
今日もドラポ君とお話をしています。

まんテンちゃんの質問コーナー

オリジナルのね、あるなしクイズ考えてきた。
「かりんの丘公園」にあって、「かりん広場」にないものな～んだ。

まんςϯͪゃん

………… 関取（席とり）？

まんςϯͪゃん

満濃池の～かりん亭の横にある広場だよ～。
歌人として有名だった吉井勇先生が、満濃池を見て詠んだ歌碑
もあるし、満濃池がすごくよく見えるし、
桜がすごくきれいなんだよ！

まんςϯͪゃん

※ このコラムは、毎年満濃池を社会見学で訪れる小学生達の質問により構成されています。

明
治
の
世
に

即
身
仏
に
な
ら
れ
た
木
食
さ
ん

　

高
篠
地
区
公
文
山
の
冨
隈
神
社
の
裏
に
、　　
　
　
　
　

善
住
木
食
上
人
入
定
塔
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

塔
は
、
明
治
三
年
に
こ
の
地
に
入
定
さ
れ
た

上
人
を
偲
ん
で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
入

定
塔
は
、
彼
の
出
身
地
で
あ
る
丹
後
か
ら
取

り
寄
せ
て
お
り
、
こ
だ
わ
り
を
感
じ
ま
す
。

入
定
と
は
、
経
を
唱
え
な
が
ら
断
食
に
よ
り

死
を
迎
え
る
修
行
の
こ
と
で
、
宗
教
的
に
は

僧
は
死
ぬ
の
で
は
な
く
、
生
死
の
境
を
超
越

し
、
人
々
の
救
済
を
願
う
長
い
瞑
想
に
入
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
定
し
た
僧
は
、
そ
の

ま
ま
（
即
）
仏
に
な
る
た
め
、
即
身
仏
と
呼

ば
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
以
前
は
入
定
す
る
僧

も
い
ま
し
た
が
、
明
治
に
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
た
の
で
、
当
時
は
大
き
な
話
題
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

上
人
は
一
七
九
六
年
に
京
都
府
宮
津
市

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
松
浦
姓
を
名
乗
る
武

家
の
出
身
の
よ
う
で
、
24
歳
の
頃
に
徳
島

箸
藏
寺
で
仏
門
に
入
り
、
名
を
源
心
と
名

乗
り
、
日
本
各
地
の
霊
場
で
厳
し
い
修
行

に
挑
み
ま
し
た
。
高
野
山
で
は
、
五
穀
を

絶
つ
厳
し
い
修
行
続
け
る
姿
か
ら
、
木
食

上
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

巡
礼
し
た
各
地
に
は
、
上
人
が
彫
っ
た
木

仏
が
今
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
高
篠
地
区
公
文
に
移
り
住
ん
だ
上

人
は
一
八
五
〇
年
に
護
摩
堂
を
建
て
ま
す
。

護
摩
堂
は
金
毘
羅
街
道
の
傍
に
あ
っ
て
、
以

後
20
年
間
こ
こ
で
人
々
に
教
え
を
説
き
、
木

食
さ
ん
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

明
治
三
年
の
秋
、
彼
は
護
摩
堂
後
方
の

山
に
あ
る
古
墳
の
石
室
を
選
ん
で
入
定
の

業
に
入
り
ま
し
た
。
以
前
よ
り
五
穀
を
絶
っ

て
、
蕎
麦
を
主
食
と
し
て
い
た
上
人
は
、

そ
の
蕎
麦
も
絶
っ
て
、
水
を
飲
み
な
が
ら

ひ
た
す
ら
経
を
唱
え
ま
し
た
。
即
身
仏
に

な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
死
後
肉
体
が
腐
敗

し
に
く
い
身
体
に
な
る
た
め
、
五
穀
（
米

な
ど
）
を
絶
っ
て
、
木
食
修
行
（
木
の
実

や
蕎
麦
を
食
べ
る
）
を
行
う
こ
と
で
、
腐

敗
の
原
因
と
な
る
脂
肪
を
限
界
ま
で
減
ら

し
ま
す
。
腐
敗
防
止
効
果
の
あ
る
茶
の
粉

末
や
漆
の
茶
、
時
に
は
ヒ
素
な
ど
を
飲
ん

だ
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。
彼
は
飲
む
水
の

量
を
減
ら
し
、
つ
い
に
水
も
絶
っ
て
、
鐘

を
振
り
な
が
ら
経
を
唱
え
続
け
ま
し
た
。

各
地
か
ら
多
く
の
人
が
駆
け
つ
け
て
、
上

ふ
る
さ
と
探
訪
205

人
の
声
に
合
わ
せ
て
読
経
を
続
け
ま
し
た
。

読
経
の
声
は
日
に
日
に
弱
く
な
り
、
つ
い

に
10
月
16
日
に
途
絶
え
ま
し
た
。
上
人
の

最
後
は
、
彼
と
交
流
の
あ
っ
た
、
公
文
の

谷
口
嘉
太
郎
氏
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
弘
法
大
師
さ
な
が
ら
の
見
事
な
入
定

寂
滅
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
護
摩
堂
は
公
文
の
小
学
校
と
し

て
使
わ
れ
ま
し
た
。
一
九
五
五
年
に
入
定
塔

修
復
の
際
、
発
掘
調
査
が
さ
れ
ま
し
た
が
、

即
身
仏
や
遺
骨
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、
今
も
こ
の
地

で
私
た
ち
の
幸
せ
を
祈
り
続
け
る
善
住
木

食
上
人
の
想
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
東
高
篠
）
庄　

智
祐
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人
権
コ
ラ
ム

No.

14
意
識
調
査
結
果
の
報
告

問
29

　
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
を
な
く
す

た
め
に
、
あ
な
た
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
か
。

調
査
結
果

　
全
体
で
は
、「
家
庭
で
差
別
を
し
な
い

よ
う
に
教
え
る
」「
人
権
教
育
・
啓
発
活

動
を
積
極
的
に
行
う
」「
結
婚
や
就
職
に

際
し
差
別
し
な
い
」
の
肯
定
的
な
考
え

が
上
位
に
あ
り
、
性
別
、
年
代
別
、
職

業
別
も
全
体
と
同
様
の
回
答
で
し
た
。

　
一
方
、
否
定
的
な
考
え
の
「
そ
っ
と

し
て
お
け
ば
自
然
に
な
く
な
る
」
は

19
％
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
回
答
は
60
・

70
歳
代
以
上
が
他
の
年
代
よ
り
高
い
数

値
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

分
析

　
交
際
や
結
婚
に
関
し
て
半
数
近
く
が
否
定

的
な
意
識
で
あ
る
実
態
の
中
で
、「
家
庭
で

差
別
を
し
な
い
よ
う
に
教
え
る
」
が
最
も
高

い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
現
実
的
に
は

実
行
さ
れ
に
く
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
自
然
に
な

く
な
る
」、「
そ
の
他
」、「
わ
か
ら
な
い
」、「
無

回
答
」
の
合
算
は
40
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

教
育
や
啓
発
の
推
進
が
急
務
と
考
え
ま
す
。

問
30

　
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）を
な
く
す

た
め
に
、国
、県
、市
町
で
は
各
種
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
さ
ら
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
と
思
い

ま
す
か
。

調
査
結
果

　
全
体
で
は
、「
住
宅
環
境
や
生
活
環

境
を
改
善
・
整
備
す
る
」「
教
育
、
社

会
的
生
活
能
力
を
高
め
る
」「
教
育
・

啓
発
活
動
、
人
権
意
識
を
高
め
る
」

の
回
答
が
多
く
、
年
代
別
、
職
業
別

も
同
様
の
回
答
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

年
代
別
の
10
〜
30
歳
代
は
、
各
種
の

事
業
の
推
進
に
対
し
て
積
極
的
に
受

け
止
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

 

他
方
、「
特
別
な
こ
と
は
し
な
く
て

よ
い
」
の
回
答
が
26
％
あ
る
こ
と
は
、

啓
発
の
中
で
施
策
の
必
要
性
を
き
ち

ん
と
周
知
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

分
析

　
若
年
層
の
「
環
境
改
善
」「
社
会
的
生

活
能
力
を
高
め
る
」「
教
育
・
啓
発
活
動
」

に
関
す
る
高
い
意
識
を
こ
の
年
代
か
ら
拡

大
し
て
い
く
方
途
の
検
討
は
意
義
が
あ
る

こ
と
だ
と
受
け
取
れ
ま
す
。
し
か
し
、「
特

別
な
こ
と
を
し
な
く
て
い
い
」(

寝
た
子

を
起
こ
す
な
的
な
意
識)

は
、
50
歳
代
以

上
で
30
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
若
年
層
の

意
識
や
態
度
が
後
退
し
な
い
よ
う
な
対
策

も
同
時
に
必
要
と
考
え
ま
す
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

「
同
和
問
題
」

人 権 作 文 コ ー ナ ー
　
私
は
、
学
校
生
活
で
こ
ま
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
、
お
家
の
人
に
相
談
し
て
い
ま
す
。
私

の
気
持
ち
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、
お
母
さ

ん
が
子
ど
も
の
時
に
あ
っ
た
こ
と
を
話
し
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。
す
る
と
、
気
持
ち
が
と

て
も
楽
に
な
り
、
元
気
や
勇
気
が
わ
い
て
き

ま
す
。

　
学
校
で
は
、
お
家
の
人
に
教
え
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
友
達
と
ペ
ア
を
つ
く
っ
て

活
動
す
る
と
き
に
、
自
分
か
ら
声
を
か
け
て

さ
そ
っ
た
り
、
人
に
よ
っ
て
た
い
度
を
変
え

る
の
で
は
な
く
、
だ
れ
と
で
も
平
等
に
話
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
話
が
で
き

る
友
達
が
ふ
え
て
、
学
校
生
活
が
楽
し
く
な

り
ま
し
た
。

こ
の
け
い
け
ん
か
ら
、
だ
れ
か
に
声
を
か
け

て
も
ら
う
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
分
か

ら
相
談
し
た
り
、
声
を
か
け
た
り
す
る
こ
と

は
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ぎ
ゃ
く

に
私
が
こ
ま
っ
て
い
る
人
、
な
や
ん
で
い
る

人
を
見
か
け
た
ら
、
そ
の
子
の
気
持
ち
に

な
っ
て
話
を
聞
い
た
り
、
か
い
決
方
法
を

い
っ
し
ょ
に
考
え
た
り
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
友
達
が
楽
し
く
、
笑
顔

で
す
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
私
も
う
れ
し

い
で
す
。

　
も
し
、
な
や
ん
だ
り
、
こ
ま
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
り
し
た
ら
、一
人
で
な
や
ま
な
い
で
、

自
分
の
気
持
ち
を
打
ち
明
け
た
り
、
だ
れ
か

に
相
談
し
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、

だ
れ
か
が
さ
さ
え
に
な
っ
て
く
れ
て
気
持
ち

が
軽
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

一
人
で
な
や
ま
な
い
で

四
条
小
学
校　
五
年

德と
く

井い　
菫す

み
れ

　
わ
た
し
は
、
道
徳
の
時
間
に
学
習
し
た
「
新

次
の
し
ょ
う
ぎ
」
と
い
う
話
が
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。
理
由
は
新
次
の
後
か
い
す
る
気
持
ち
が

す
ご
く
伝
わ
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
し
ょ
う
ぎ

を
し
て
い
た
新
次
は
対
戦
相
手
の
お
じ
さ
ん

が
、
用
事
で
見
て
い
な
い
間
に
こ
ま
の
位
置
を

自
分
に
有
利
な
位
置
に
動
か
し
、
不
正
な
勝
ち

方
を
し
ま
し
た
。
新
次
は
、
や
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
だ
と
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
あ
く
ま
の

さ
さ
や
き
に
負
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
話
で
一
番
心
に
残
っ
た
場
面
は
、
新
次

が
不
正
を
し
た
こ
と
を
後
か
い
し
、
か
さ
を
持

つ
手
に
な
み
だ
が
こ
ぼ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
不

正
を
し
た
こ
と
に
む
ね
が
苦
し
く
な
っ
て
、
泣

き
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。
あ
れ
だ
け
心
が
苦
し

い
思
い
を
し
た
の
だ
か
ら
、
も
う
二
度
と
不
正

を
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
後
で
お
じ
さ
ん
に
不

正
を
し
て
勝
っ
た
こ
と
を
あ
や
ま
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
苦
し
い
の
は
新
次
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
正
を
さ
れ
た
お
じ
さ
ん

だ
っ
て
悲
し
い
し
、
苦
し
い
気
持
ち
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
不
正
は
自
分
だ
け
で
な
く
、
相
手

の
心
に
も
き
ず
を
つ
け
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
も
し
も
わ
た
し
が
不
正
や
ず
る
い
こ
と
を
し

て
し
ま
っ
た
ら
、
き
っ
と
新
次
と
同
じ
よ
う
に

後
か
い
す
る
だ
ろ
う
し
、
不
正
を
し
た
相
手
を

い
や
な
気
持
に
さ
せ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
、
ま
た
、
自
分
も
相
手
も

気
持
ち
よ
く
す
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

不
正
を
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
相
手
に
す
ぐ
に

あ
や
ま
っ
た
り
、
正
直
に
話
し
た
り
し
た
い
で

す
。
何
よ
り
つ
い
や
っ
て
し
ま
う
弱
い
心
に
負

け
な
い
強
い
心
を
も
ち
た
い
で
す
。

心
を
強
く

四
条
小
学
校　
五
年

川か
わ

瀧た
き　

梨り

音お
ん
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お め で た

①
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
②
同
居
親
族
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
③
収
入
が

所
定
の
基
準
に
該
当
し
て
い
る
④
県
税
な
ど
の

滞
納
が
な
い
⑤
暴
力
団
員
で
な
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

あ
な
ぶ
き
公
営
住
宅
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
香
川

県
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
）

☎
0
8
7
︲
8
3
2
︲
3
5
8
7

県
立
高
等
技
術
学
校
在
職
者
訓
練

パ
ソ
コ
ン
講
習
（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

【
日
時
】６
月
ùþ
日
（
火
）
〜
ú÷
日
（
金
）
午
後

６
時
〜
９
時【
場
所
】県
立
高
等
技
術
学
校
丸
亀

校【
対
象
者
】在
職
者
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
で
き
る
方【
募
集
人
数
】øü
名【
受
講
料
】�
，

0
0
0
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
�
，2
0
0
円
）

【
内
容
】Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
知
識
を
活

か
し
た
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
の
基
本
操
作

や
便
利
な
機
能【
申
込
期
間
】４
月
ùü
日
（
火
）

〜
６
月
øù
日
（
月
）

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
立
高
等
技
術
学
校　
丸
亀
校

☎
2
2
︲
2
6
3
3

求
職
者
支
援
訓
練

医
療
事
務
・
調
剤
事
務
の
お
仕
事
を
目
指

し
ま
せ
ん
か

【
日
時
】５
月
ú÷
日
（
火
）
〜
８
月
ùĀ
日
（
火
）
午

前
９
時
ú÷
分
〜
午
後
４
時
ø÷
分【
場
所
】㈲
ア
ク

セ
ス
（
丸
亀
市
土
器
町
東
）【
定
員
】øü
人【
料
金
】

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
）【
申
込
】事
前
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
後
、
５
月
２
日
（
火
）
ま
で

に
申
込
書
を
㈲
ア
ク
セ
ス
に
持
参
ま
た
は
郵
送

▼
問
い
合
わ
せ
先

㈲
ア
ク
セ
ス

☎
2
2
︲
0
1
2
1

試　
　

験

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

①
一
般
曹
候
補
生

②
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

【
応
募
資
格
】①
øÿ
歳
以
上
úú
歳
未
満
②
ùù
歳
以

上
ùý
歳
未
満【
受
付
期
限
】①
５
月
９
日
（
火
）

②
４
月
øû
日（
金
）【
試
験
日
】①
５
月
øĀ
日（
金
）

〜
ùÿ
日（
日
）の
内
１
日
②
４
月
ùù
日（
土
）【
試

験
会
場
】香
川
県
内

お く や み

氏　名 生年月日 保護者名 地　区

黒
くろ

川
かわ

つむぎ 2.8 孝則 造　田
小
こ

林
ばやし

　　蘭
らん

2.8 怜央 造　田
近
こん

藤
どう

莉
り

々
り

菜
な

2.14 佑亮 吉野下
中
なか

川
がわ

　　颯
はやて

2.16 滝夫 造　田
曽
そ

田
だ

　憂
う

衣
い

2.21 一総 吉　野

氏　名 死亡月日 年　齢 地　区

澁
しぶ

市
いち

　良
よし

和
かず

1.31 79 羽　間
冨
とみ

田
だ

　寛
かん

治
じ

2.1 74 東高篠
石
いし

﨑
ざき

久
く

美
み

子
こ

2.6 88 真　野
今
いま

田
だ

　靜
しず

雄
お

2.8 88 真　野
小
お

山
やま

シモヱ 2.9 88 岸　上
大
おお

西
にし

　　淳
ただし

2.11 86 岸　上
大
おお

貝
がい

　員
かず

三
み

2.13 87 真　野
池
いけ

下
した

　正
まさ

志
し

2.19 40 七　箇
竹
たけ

内
うち

　　求
もとむ

2.19 86 羽　間
大
おお

西
にし

　隆
たか

子
こ

2.21 91 吉　野
大
おお

西
にし

美
み

榮
え

子
こ

2.21 85 買　田
片
かた

山
やま

マサヱ 2.23 99 炭所東
大
おお

林
ばやし

　春
はる

江
え

2.24 87 長　尾
安
あん

藤
どう

　　要
かなめ

2.25 88 真　野

戸籍の窓
͝Ո͝ҨͷྃղΛಘ͍ͯͯ͠ࡌܝ·͢ɻொ֎ͷ૭ޱͰಧ͚
Λఏग़͞Εͨ߹ɺࡌܝΛ͑߇ΒΕͨ߹ɺ͞ࡌܝΕ·ͤΜɻ

ɹ2݄ಧ͚ग़ʢܟশུʣ

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
善
通
寺
地
域
事
務
所

☎
6
3
︲
2
3
6
3

表　
　

彰

法
務
大
臣
感
謝
状

北山　信夫さん（佐文）
ɹʹΘͨΔਓݖ༴ޢҕһͱ
ͯ͠ͷ׆ಈޭʹର͠ɺ๏େ
ਉΑΓँײঢ়͕ଃΒΕ·ͨ͠ɻ

ま
ん
の
う
町
表
彰
（
農
業
委
員
）

（
故
）藤
井
　
清
さ
ん
（
吉
野
）

　
農
業
委
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
農
地
の
適
正

な
管
理
と
農
業
振
興
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
ま
ん
の
う
町
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

届 出
対象者
届 出
対象者

ொͰྛͷΛ৽ͨʹऔಘͨ͠ํ
ͮ͘جʹը๏ܭ༺རࠃ˞
ɹചങܖͷಧग़Λఏग़͍ͯ͠Δํର֎

届 出
期 間
届 出
期 間 ͷॴ༗ऀͱͳ͔ͬͨΒ�0�Ҏ

必 要
書 類
必 要
書 類

ㅡྛͷͷॴ༗ऀಧग़ॻɹㅡͷҐஔਤ
ㅡొ໌ূ߲ࣄهॻʢࣸʣ·ͨചങܖॻͳͲ
རΛऔಘͨ͜͠ͱ͕͔Δॻྨʢࣸʣݖ��

ɹྛͷॴ༗ऀͷѲΛਐΊΔͨΊɺ
ྛ๏ʹ͖ͮجɺฏ 24� 4�݄Ҏ߱ʹ
ྛͷॴ༗ऀͱͳͬ ͨํɺொͷ
ಧग़͕ඞཁͱͳ͍ͬͯ·͢ɻޙࣄ

森林の土地の
所有者届出制度

【問い合わせ先】��ྛ՝�ὸ �3�0�0�制度の内容について、詳しくは農林課までご相談・お問い合わせください。

情ひ
ろ
ば

報

￥お
知
ら
せ

火
災
か
ら
命
を
守
る
、
住
宅
用
火
災
警

報
器

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
は
切
れ
て
い
ま

せ
ん
か
？
機
種
に
よ
っ
て
確
認
方
法
は
違
い
ま

す
が
、
本
体
の
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
ひ
も
を
引

い
て
、
音
が
鳴
ら
な
け
れ
ば
電
池
切
れ
で
す
。

新
し
い
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
等
で
お
買
い
求
め
下
さ
い
。
消
防
署
員
が

販
売
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
所
は
、
寝
室
で
す
。
寝
室
が

２
階
に
あ
る
場
合
は
、
寝
室
と
階
段
で
す
。
逃

げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
必
ず
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

仲
多
度
南
部
消
防
本
部　
予
防
課

☎
7
3
︲
4
2
1
1

「
ハ
イ
ク
リ
ー
ン
か
が
わ
」
申
込
先
の
変
更

「
ハ
イ
ク
リ
ー
ン
か
が
わ
」
は
、
令
和
５
年
４

月
よ
り
瀬
戸
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。【
料
金
】１
袋
（
øü
㎏
）
ü÷
円

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

瀬
戸
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
か
が
わ
コ
ン
ポ
ス

ト
事
業
所

☎
3
3
︲
2
7
₁
1

￥催
し
物

第
38
回
ま
ん
の
う
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

「
茶
葉（
ち
ゃ
ば
）か
お
る
春
日（
は
る
）を
あ
る
く
」

【
日
時
】５
月
øû
日
（
日
）
午
前
９
時
受
付
開
始

※
小
雨
決
行【
集
合
場
所
】仲
南
東
体
育
館【
内

容
】�
〜
�
名
の
チ
ー
ム
で
�
㎞
程
度
を
歩
き

ま
す
。【
参
加
費
】無
料【
申
込
方
法
】生
涯
学
習

課
・
各
公
民
館
設
置
の
申
込
書
に
て
郵
送
、
電

話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
等
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】４
月
ùÿ
日
（
金
）【
そ
の
他
】大
会

中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
側
で
応
急
手

当
て
を
す
る
と
と
も
に
、
１
日
保
険
に
加
入
し

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

ま
ん
の
う
町
生
涯
学
習
課

☎
8
9
︲
7
0
2
0

F
A
X 
8
9
︲
8
1
0
0

ま
ん
の
う
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会（
小
山
雅
史
）

☎
7
9
︲
3
3
1
9　
※
F
A
X
兼
用

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

【
日
時
】４
月
ùü
日
（
火
）
午
前
ø÷
時
〜
øø
時
ú÷

分【
場
所
】丸
亀
税
務
署【
定
員
】ù÷
名【
内
容
】イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
に
加
え
て
、
消
費
税
の

基
本
的
な
仕
組
み
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

希
望
者
に
は
同
日
午
後
２
時
よ
り
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
概
要
を
説
明
後
、
登
録
申
請
手
続
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
の
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。【
申
込
】事
前
予
約
制

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

丸
亀
税
務
署　
個
人
課
税
第
一
部
門

☎
2
3
︲
2
2
2
4

満
濃
池
森
林
公
園

春
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

【
日
時
】４
月
ùĀ
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正
午
※

雨
天
決
行【
場
所
】森
林
の
館【
参
加
費
】無
料

【
申
込
期
間
】４
月
øû
日
（
金
）
〜
øÿ
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

公
園
管
理
事
務
所

☎
5
7
︲
6
5
2
0

「
＃
番
の
州
公
園
フ
ォ
ト
2
0
2
3
」募
集

【
募
集
期
間
】４
月
１
日
（
土
）
〜
６
月
ú÷
日

（
金
）【
内
容
】番
の
州
公
園
で
撮
影
し
た
写
真

を
募
集
し
ま
す
。【
応
募
方
法
】イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃
番
の
州
公
園
フ
ォ
ト

2
0
2
3
」
を
付
け
て
写
真
を
投
稿
す
る
か

メ
ー
ル
で
写
真
を
送
信
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

坂
出
緩
衝
緑
地　
管
理
事
務
所

☎
4
5
︲
6
8
2
0

四
国
学
院
大
学　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

【
日
時
】４
月
ùĀ
日
（
土
）
午
前
ø÷
時
ú÷
分
〜
午

後
３
時
ú÷
分【
場
所
】四
国
学
院
大
学【
内
容
】大

学
紹
介
、ヨ
ン
ガ
ク
セ
ミ
ナ
ー
、モ
デ
ル
授
業
、

個
別
相
談
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ツ
ア
ー
な
ど
※
無

料
送
迎
バ
ス
あ
り
（
要
予
約
）【
予
約
】事
前
予

約
制

▼
問
い
合
わ
せ
先

四
国
学
院
大
学　
入
試
課

☎
0
1
2
0
︲
4
5
9
︲
4
3
3

無
料
相
談

遺
言
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談

【
日
時
】４
月
ù÷
日
（
木
）
午
前
ø÷
時
〜
午
後
４

時【
場
所
】香
川
県
弁
護
士
会
館【
相
談
方
法
】面

談
に
よ
る
相
談（
１
件
に
つ
き
ú÷
分
以
内
）【
相

談
料
】無
料【
予
約
】要
予
約
、
４
月
øû
日
（
金
）

ま
で

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
0
8
7
︲
8
2
2
︲
3
6
9
3

香
川
県
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

定
例
相
談
会

【
日
時
】４
月
øü
日（
土
）午
後
１
時
〜
４
時（
要

予
約
）【
場
所
】丸
亀
市
市
民
交
流
活
動
セ
ン

タ
ー
（
マ
ル
タ
ス
）
２
階
R
O
O
M
２【
相
談

内
容
】一
般
相
談
（
相
続
登
記
、
不
動
産
・
商

業
登
記
な
ど
）、
法
テ
ラ
ス
相
談
、
成
年
後
見

相
談【
相
談
料
】ú÷
分
無
料

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
0
8
7
︲
8
2
1
︲
5
7
0
1

募　
　

集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

【
募
集
月
】６
月
、
９
月
、
øù
月
、
３
月
（
各
月

１
日
〜
ø÷
日
頃
）【
募
集
団
地
】お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い【
入
居
資
格
】次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

宝くじ助成で災害に強い地域づくりを
ɹҰൠஂࡒ๏ਓ࣏ࣗ૯߹ηϯλʔ͕ྩ͏ߦ̐
ๅ͘͡ॿۀࣄΛ׆༻͠ɺยԬࣗओࡂձʹ
ࡂඋͷඋΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ɹ͜ͷۀࣄɺๅ͘͡ͷࣾձݙߩใۀࣄͱͯ͠ɺ
ๅ͘͡ͷडୗۀࣄऩೖΛݯࡒͱ࣮͍ͯͯ͠͠ࢪΔί

ϛϡχςΟॿۀࣄͰ͋Γɺফஂɺࣗओࡂ৫ͳͲ͕ࡂ
ಈʹඞཁͳઃඋͷඋʹର׆
ͯ͠ॿΛ͍ߦίϛϡϛςΟ
ͷڧྗࡂԽΛਤΔͱͱʹ
ๅ͘͡ͷීٴɾใۀࣄΛߦ
͏͜ͱΛతͱ͍ͯ͠·͢ɻ

【問い合わせ先】��૯՝�ὸ �3�0�00
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お め で た

①
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
②
同
居
親
族
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
③
収
入
が

所
定
の
基
準
に
該
当
し
て
い
る
④
県
税
な
ど
の

滞
納
が
な
い
⑤
暴
力
団
員
で
な
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

あ
な
ぶ
き
公
営
住
宅
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
香
川

県
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
）

☎
0
8
7
︲
8
3
2
︲
3
5
8
7

県
立
高
等
技
術
学
校
在
職
者
訓
練

パ
ソ
コ
ン
講
習
（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

【
日
時
】６
月
ùþ
日
（
火
）
〜
ú÷
日
（
金
）
午
後

６
時
〜
９
時【
場
所
】県
立
高
等
技
術
学
校
丸
亀

校【
対
象
者
】在
職
者
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
で
き
る
方【
募
集
人
数
】øü
名【
受
講
料
】�
，

0
0
0
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
�
，2
0
0
円
）

【
内
容
】Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
知
識
を
活

か
し
た
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
の
基
本
操
作

や
便
利
な
機
能【
申
込
期
間
】４
月
ùü
日
（
火
）

〜
６
月
øù
日
（
月
）

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
立
高
等
技
術
学
校　
丸
亀
校

☎
2
2
︲
2
6
3
3

求
職
者
支
援
訓
練

医
療
事
務
・
調
剤
事
務
の
お
仕
事
を
目
指

し
ま
せ
ん
か

【
日
時
】５
月
ú÷
日
（
火
）
〜
８
月
ùĀ
日
（
火
）
午

前
９
時
ú÷
分
〜
午
後
４
時
ø÷
分【
場
所
】㈲
ア
ク

セ
ス
（
丸
亀
市
土
器
町
東
）【
定
員
】øü
人【
料
金
】

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
）【
申
込
】事
前
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
後
、
５
月
２
日
（
火
）
ま
で

に
申
込
書
を
㈲
ア
ク
セ
ス
に
持
参
ま
た
は
郵
送

▼
問
い
合
わ
せ
先

㈲
ア
ク
セ
ス

☎
2
2
︲
0
1
2
1

試　
　

験

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

①
一
般
曹
候
補
生

②
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

【
応
募
資
格
】①
øÿ
歳
以
上
úú
歳
未
満
②
ùù
歳
以

上
ùý
歳
未
満【
受
付
期
限
】①
５
月
９
日
（
火
）

②
４
月
øû
日（
金
）【
試
験
日
】①
５
月
øĀ
日（
金
）

〜
ùÿ
日（
日
）の
内
１
日
②
４
月
ùù
日（
土
）【
試

験
会
場
】香
川
県
内

お く や み

氏　名 生年月日 保護者名 地　区

黒
くろ

川
かわ

つむぎ 2.8 孝則 造　田
小
こ

林
ばやし

　　蘭
らん

2.8 怜央 造　田
近
こん

藤
どう

莉
り

々
り

菜
な

2.14 佑亮 吉野下
中
なか

川
がわ

　　颯
はやて

2.16 滝夫 造　田
曽
そ

田
だ

　憂
う

衣
い

2.21 一総 吉　野

氏　名 死亡月日 年　齢 地　区

澁
しぶ

市
いち

　良
よし

和
かず

1.31 79 羽　間
冨
とみ

田
だ

　寛
かん

治
じ

2.1 74 東高篠
石
いし

﨑
ざき

久
く

美
み

子
こ

2.6 88 真　野
今
いま

田
だ

　靜
しず

雄
お

2.8 88 真　野
小
お

山
やま

シモヱ 2.9 88 岸　上
大
おお

西
にし

　　淳
ただし

2.11 86 岸　上
大
おお

貝
がい

　員
かず

三
み

2.13 87 真　野
池
いけ

下
した

　正
まさ

志
し

2.19 40 七　箇
竹
たけ

内
うち

　　求
もとむ

2.19 86 羽　間
大
おお

西
にし

　隆
たか

子
こ

2.21 91 吉　野
大
おお

西
にし

美
み

榮
え

子
こ

2.21 85 買　田
片
かた

山
やま

マサヱ 2.23 99 炭所東
大
おお

林
ばやし

　春
はる

江
え

2.24 87 長　尾
安
あん

藤
どう

　　要
かなめ

2.25 88 真　野

戸籍の窓
͝Ո͝ҨͷྃղΛಘ͍ͯͯ͠ࡌܝ·͢ɻொ֎ͷ૭ޱͰಧ͚
Λఏग़͞Εͨ߹ɺࡌܝΛ͑߇ΒΕͨ߹ɺ͞ࡌܝΕ·ͤΜɻ

ɹ2݄ಧ͚ग़ʢܟশུʣ

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
善
通
寺
地
域
事
務
所

☎
6
3
︲
2
3
6
3

表　
　

彰

法
務
大
臣
感
謝
状

北山　信夫さん（佐文）
ɹʹΘͨΔਓݖ༴ޢҕһͱ
ͯ͠ͷ׆ಈޭʹର͠ɺ๏େ
ਉΑΓँײঢ়͕ଃΒΕ·ͨ͠ɻ

ま
ん
の
う
町
表
彰
（
農
業
委
員
）

（
故
）藤
井
　
清
さ
ん
（
吉
野
）

　
農
業
委
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
農
地
の
適
正

な
管
理
と
農
業
振
興
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
ま
ん
の
う
町
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

届 出
対象者
届 出
対象者

ொͰྛͷΛ৽ͨʹऔಘͨ͠ํ
ͮ͘جʹը๏ܭ༺རࠃ˞
ɹചങܖͷಧग़Λఏग़͍ͯ͠Δํର֎

届 出
期 間
届 出
期 間 ͷॴ༗ऀͱͳ͔ͬͨΒ�0�Ҏ

必 要
書 類
必 要
書 類

ㅡྛͷͷॴ༗ऀಧग़ॻɹㅡͷҐஔਤ
ㅡొ໌ূ߲ࣄهॻʢࣸʣ·ͨചങܖॻͳͲ
རΛऔಘͨ͜͠ͱ͕͔Δॻྨʢࣸʣݖ��

ɹྛͷॴ༗ऀͷѲΛਐΊΔͨΊɺ
ྛ๏ʹ͖ͮجɺฏ 24� 4�݄Ҏ߱ʹ
ྛͷॴ༗ऀͱͳͬ ͨํɺொͷ
ಧग़͕ඞཁͱͳ͍ͬͯ·͢ɻޙࣄ

森林の土地の
所有者届出制度

【問い合わせ先】��ྛ՝�ὸ �3�0�0�制度の内容について、詳しくは農林課までご相談・お問い合わせください。
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�ɿ3̌ ʙ̍ 0ɿ3̌

�ɿ3̌ ʙ̍ �ɿ3̌

�ɿ3̌ ʙ̍ 2ɿ3̌

無料法律相談
ཁ༧ʗ·Μͷ͏ொࣾڠὸ���2���

·Μͷ͏ொࣾڠὸ���2���

૯՝ὸ�3�0�00

�՝ὸ�3�0�0ࡦըا

ࢱอݥ՝ὸ�3�0�24

˞൪ҩ༧ࠂͳ͘ม͞ߋΕΔ߹͕͋Γ·͢ɻ͝ ྃঝ͍ͩ͘͞ɻ
˞ྍՊɺडؒ࣌ҩྍؔػ͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

人権相談
たかお整形外科医院

テレフォンサービス
☎73-4400ʢɾॕ ͷΈʣ

行政相談

心配ごと相談

ཁ༧�αϙεςὸ0�����3��0��
若者就労相談

身体・知的障害者
相談

27日
20日

�ɿ30ʙ��ɿ30

ೆࢧॴ

ຊி

�ɿ00ʙ�2ɿ00 ຊி

ຊி

ຊி

ೆվηϯλʔۏ

ೆվηϯλʔۏ

ެຽ࢛ؗ

ೆվηϯλʔۏ

ຬೱվηϯλʔ

ຊி

�3ɿ30ʙ��ɿ30

�ɿ00ʙ�2ɿ00

27日

�3ɿ00ʙ��ɿ00ۚ21日
ࢱอݥ՝ὸ�3�0�24
精神保健福祉相談 �ɿ00ʙ�2ɿ00

20日



27日

�3ɿ00ʙ��ɿ00

�3ɿ00ʙ��ɿ00

�ɿ00ʙ�2ɿ00





6日

�3ɿ00ʙ��ɿ00

27日
20日

13日


໊ࣄߦ  ɹؒ࣌ ɹॴ

75�1127

岩佐病院（内科） 73�3535

75�2317小国医院

2日
9日

29日

75�5161岩﨑医院16日
75�5125林医院23日

75�5101おおにし病院30日

 ҩྍ໊ؔػ ి൪߸

2歳児健診

19日ਫ
26日ਫ
23日

25日Ր

13日 ͔ΓΜ݈߁ηϯλʔ

͔ΓΜ݈߁ηϯλʔ

１歳６か月児健診

栄養相談ʢཁ༧ʣ

パパママ学級ʢཁ༧ʣ

栄養教室 糖尿病予防
ʢཁ༧ʣ

͔ΓΜ݈߁ηϯλʔ

6日

໊ࣄߦ  ɹؒ࣌ ɹॴ

各種相談 休日当番医

˞͔ͬ͜ͷࣈࡢಉظͷ݅

交通事故

救急出勤

ଛʢ݅ʣ

ਓʢ݅ʣ

ʢ݅ʣࢮ

Րࡂʢ݅ʣ

ʢ݅ʣٸٹ

��

�

�

�

�

�

�

�

�

��

۠ɹ �݄͔Βͷྦྷ3݄ܭத

町内の110番・119番

保健だより

救急電話相談ʢ��ɿ00ʙཌே�ɿ00ʣ
Ұ ൠ ☎＃7899 ·ͨ☎087-812-1055
খ ࣇ ☎＃8000 ·ͨ☎087-823-1588
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スポーツの結果（敬称略）

まんのう町
グラウンドゴルフ協会杯大会
令和5年2月25日（土） 
祓川グラウンドゴルフ場
参加：69名
《試合結果》
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�3ɿ0̌ ʙ̍ 4ɿ̏̌

乳幼児健診

20日
13日

27日
みらくるⅡ運動教室 ຬೱվηϯλʔ

໊ࣄߦ  ɹؒ࣌ ɹॴ

包括だより ࢱอݥ՝�Ҭแׅࢧԉηϯλʔࣨὸ73-0125

�0ɿ0̌ ʙ̍ �ɿ0̌

くらしのカレンダー

優 　 勝

準 優 勝

第 3 位
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問

問 ὸ73�3611ɹӦ࣌ۀ ɿؒ15ɿ00ʙ22ɿ00ɹؗٳʗຖिՐ༵、12݄29ʙ1݄3
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膝痛予防改善教室
�4ɿ00⾣��ɿ00

膝痛予防改善教室
�4ɿ00⾣��ɿ00

ヨガ
�4ɿ00⾣��ɿ00

書道教室 漢字実用
�3ɿ00⾣�4ɿ00

腰痛ほぐし教室
�4ɿ00⾣��ɿ00

腰痛ほぐし教室
�4ɿ00⾣��ɿ00

笑って健康に
なる講座
�4ɿ00⾣��ɿ00

書道教室 かな実用
�3ɿ00⾣�4ɿ00

肩こりほぐし教室
�4ɿ00⾣��ɿ00
スポーツ塾
��ɿ00⾣20ɿ00

スポーツ塾
��ɿ00⾣20ɿ00

肩こりほぐし教室
�4ɿ00⾣��ɿ00

Γͷձޠ͖͵͞
�4ɿ00⾣

おはなし会

�0ɿ30⾣

大人のための
おはなし会͢·͍Γ͌��ɿ00⾣

おはなし会

�0ɿ30⾣�2ɿ00ʢཁ༧ʣ

     農業講座
「農薬のラベル・肥料の
袋の見方を学びましょう」

【
毎
週
土
曜
は
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
図
書
館
の
お
は
な
し
の
時
間
】

4
月
は「
お
ん
な
の
こ
と
本
」で
す
。

※「膝痛予防改善教室」「肩こりほぐし教室」「腰痛ほぐし教室」は3ヶ月ごとのお申し込みとなります。
※「ピラティス」「ヨガ」「書道教室漢字・かな」「笑って健康になる講座」は年間のお申し込みとなります。
　詳細はスポーツセンターまんのう受付までお願い致します。受付時間15:00～22:00(火曜休館)
※新型コロナウィルスの影響で変更になる場合がございます。
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スポーツセンター
まんのう
地域開放教室

スポーツセンターまんのう
からのお知らせ

町立図書館

町立図書館からの
お知らせ

「自然にふれよう」

イベントや講座に関するお問い合わせはスポーツセンターまんのうまでお気軽にお問合せください。
IUUQ���UPXOUJQ�KQ�NBOOP�TOT�DPNNVOJUZ�QIQ CCT@JE�826

問 ὸ56�4055ɹ։ؗؒ࣌ʗ10ɿ00ʙ18ɿ00ɹؗٳʗຖिՐ༵、12݄29ʙ1݄3、ಛผཧؒظ
IUUQT���XXX�NBOOP�MJCSBSZ�KQ�ɹ�&ϝʔϧʗUPTIPLBO!NBOOP�MJCSBSZ�KQ

前半

おはなし会 ●赤ちゃん向け
ʢελοϑʣ�0ɿ30⾣

୩  ᢳ （ൃクラϒ）

ాத  തจ（ਆクラϒ）

ਢ࡚  吉ਸ（ᜄクラϒ）

農業講座
「農薬のラベル・肥料の
袋の見方を学びましょう」
10ɿ30ʙ12ɿ00ʢཁ༧ʣ

4月10日（月）

͔ΓΜ݈߁ηϯλʔ

͔ΓΜ݈߁ηϯλʔ3日݄
ೆެຽؗ

ೆվηϯλʔこころの健康相談ʢཁ༧ʣۏ 5日ਫ

˙֎で内で͖ڻいͬͺいʂࣗવのຊେू合ʂ

「子どもの本POP大会」後半
˙ਤॻؗͱখதֶߍのελοϑ͕お͢͢ΊのຊΛ101でհʂ

30

期間 4/23（日）～5/12（金）
˔ΫΠζελϯϓϥϦʔ
˔͑΄Μのࣗಈൢചػɹ˔101େձ
˔おはͳし࡞ձ

膝が痛い、やせたいなど、どのように運動すればいいかお
悩みの方、お気軽にお越しください。初回講習会の際に詳
しくお話を伺い、トレーナーが目的に合った運動メ
ニューを作成いたします。 ճ݊ൢചத。
※初回講習会に関しては一度スポーツセンター
　まんのうまでお問合せください。

［トレーニングルーム］

トレーニング室利用／1回 250円

మ、ͼശ、େೄͼͳͲ༷ʑͳӡಈΛମݧ
してεϙʔπΛ͖にͳΖ͏ʂ
場　所●εϙʔπηϯλʔ·Μͷ͏�ಓ͘͠ΞϦʔφ
日　時●4��ɾ20������ɾ����༵���ɿ00ʙ20ɿ00
月会費●�400ԁʢ݄2ճʣ�˞ইอݥྉؚΉ
定　員●�4໊�� ʢ˞খֶߍશֶରʣ
※詳細はスポーツセンターまんのうまでお問い合わせください。

4～5月
の生徒
募集中!!

特設コーナー

イベ
ント

まんのう町立図書館
子 ど も 読 書 週 間
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ࢱอݥ՝ὸ�3�0�24

˞൪ҩ༧ࠂͳ͘ม͞ߋΕΔ߹͕͋Γ·͢ɻ͝ ྃঝ͍ͩ͘͞ɻ
˞ྍՊɺडؒ࣌ҩྍؔػ͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

人権相談
たかお整形外科医院

テレフォンサービス
☎73-4400ʢɾॕ ͷΈʣ

行政相談

心配ごと相談

ཁ༧�αϙεςὸ0�����3��0��
若者就労相談

身体・知的障害者
相談

27日
20日

�ɿ30ʙ��ɿ30

ೆࢧॴ
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�ɿ00ʙ�2ɿ00 ຊி
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ຊி
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6日

�3ɿ00ʙ��ɿ00
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13日
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75�1127

岩佐病院（内科） 73�3535

75�2317小国医院

2日
9日

29日

75�5161岩﨑医院16日
75�5125林医院23日

75�5101おおにし病院30日

 ҩྍ໊ؔػ ి൪߸

2歳児健診

19日ਫ
26日ਫ
23日

25日Ր

13日 ͔ΓΜ݈߁ηϯλʔ

͔ΓΜ݈߁ηϯλʔ

１歳６か月児健診

栄養相談ʢཁ༧ʣ

パパママ学級ʢཁ༧ʣ

栄養教室 糖尿病予防
ʢཁ༧ʣ

͔ΓΜ݈߁ηϯλʔ

6日

໊ࣄߦ  ɹؒ࣌ ɹॴ

各種相談 休日当番医
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町内の110番・119番

保健だより

救急電話相談ʢ��ɿ00ʙཌே�ɿ00ʣ
Ұ ൠ ☎＃7899 ·ͨ☎087-812-1055
খ ࣇ ☎＃8000 ·ͨ☎087-823-1588
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スポーツの結果（敬称略）

まんのう町
グラウンドゴルフ協会杯大会
令和5年2月25日（土） 
祓川グラウンドゴルフ場
参加：69名
《試合結果》
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書道教室 漢字実用
�3ɿ00⾣�4ɿ00

腰痛ほぐし教室
�4ɿ00⾣��ɿ00

腰痛ほぐし教室
�4ɿ00⾣��ɿ00

笑って健康に
なる講座
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書道教室 かな実用
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大人のための
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     農業講座
「農薬のラベル・肥料の
袋の見方を学びましょう」

【
毎
週
土
曜
は
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
図
書
館
の
お
は
な
し
の
時
間
】

4
月
は「
お
ん
な
の
こ
と
本
」で
す
。

※「膝痛予防改善教室」「肩こりほぐし教室」「腰痛ほぐし教室」は3ヶ月ごとのお申し込みとなります。
※「ピラティス」「ヨガ」「書道教室漢字・かな」「笑って健康になる講座」は年間のお申し込みとなります。
　詳細はスポーツセンターまんのう受付までお願い致します。受付時間15:00～22:00(火曜休館)
※新型コロナウィルスの影響で変更になる場合がございます。
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スポーツセンター
まんのう
地域開放教室

スポーツセンターまんのう
からのお知らせ

町立図書館

町立図書館からの
お知らせ

「自然にふれよう」

イベントや講座に関するお問い合わせはスポーツセンターまんのうまでお気軽にお問合せください。
IUUQ���UPXOUJQ�KQ�NBOOP�TOT�DPNNVOJUZ�QIQ CCT@JE�826

問 ὸ56�4055ɹ։ؗؒ࣌ʗ10ɿ00ʙ18ɿ00ɹؗٳʗຖिՐ༵、12݄29ʙ1݄3、ಛผཧؒظ
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前半

おはなし会 ●赤ちゃん向け
ʢελοϑʣ�0ɿ30⾣

୩  ᢳ （ൃクラϒ）

ాத  തจ（ਆクラϒ）

ਢ࡚  吉ਸ（ᜄクラϒ）

農業講座
「農薬のラベル・肥料の
袋の見方を学びましょう」
10ɿ30ʙ12ɿ00ʢཁ༧ʣ

4月10日（月）

͔ΓΜ݈߁ηϯλʔ

͔ΓΜ݈߁ηϯλʔ3日݄
ೆެຽؗ

ೆվηϯλʔこころの健康相談ʢཁ༧ʣۏ 5日ਫ

˙֎で内で͖ڻいͬͺいʂࣗવのຊେू合ʂ

「子どもの本POP大会」後半
˙ਤॻؗͱখதֶߍのελοϑ͕お͢͢ΊのຊΛ101でհʂ

30

期間 4/23（日）～5/12（金）
˔ΫΠζελϯϓϥϦʔ
˔͑΄Μのࣗಈൢചػɹ˔101େձ
˔おはͳし࡞ձ

膝が痛い、やせたいなど、どのように運動すればいいかお
悩みの方、お気軽にお越しください。初回講習会の際に詳
しくお話を伺い、トレーナーが目的に合った運動メ
ニューを作成いたします。 ճ݊ൢചத。
※初回講習会に関しては一度スポーツセンター
　まんのうまでお問合せください。

［トレーニングルーム］

トレーニング室利用／1回 250円

మ、ͼശ、େೄͼͳͲ༷ʑͳӡಈΛମݧ
してεϙʔπΛ͖にͳΖ͏ʂ
場　所●εϙʔπηϯλʔ·Μͷ͏�ಓ͘͠ΞϦʔφ
日　時●4��ɾ20������ɾ����༵���ɿ00ʙ20ɿ00
月会費●�400ԁʢ݄2ճʣ�˞ইอݥྉؚΉ
定　員●�4໊�� ʢ˞খֶߍશֶରʣ
※詳細はスポーツセンターまんのうまでお問い合わせください。

4～5月
の生徒
募集中!!

特設コーナー

イベ
ント

まんのう町立図書館
子 ど も 読 書 週 間
イベント
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૯課ʢද൪߸ʣ
ॅຽੜ׆課
ʢӴੜ・ڥʣ
ձࣨܭ
ࢱอݥ課
ʢҬแׅࢧԉηϯλʔࣨʣ
੫課
農林課
ઃվྑ課ݐ
課ࡦըا
Ҭৼڵ課
ٞձࣄہ
ਐ課૿߁݈
੶ௐࠪ課ʢۏೆࢧॴʣ
ೆࢧॴ
ॴࢧೆۏ
ඒ合ग़ுॴ
ҭ課ڭߍҭҕһձɹֶڭ
ҭҕһձɹੜֶ֔श課ڭ
จԽࣨࡒ

ਓɹޱ

ੈଳ

17,564ਓ（前月比－5人）ɹஉɿ8,528ਓɹ ɿঁ9,036ਓ
7,452ੈଳ（前月比＋8世帯）

73-0100
73-0101
73-0123
73-0103
73-0124
73-0125
73-0104
73-0105
73-0107
73-0106
73-0122
73-0109
73-0126
85-0103
77-2111
85-2111
84-2111
89-7100
89-7020
85-2221

まんのう町役場 　 くらしのダイヤル

まちの動き

（����）൪ہ֎ࢢ

（ྩ�年�月�日ࡏݱ）

再生紙を使用しています。

広　　報まんのうொ

4

H.Pはこちら

4݄
2023
vol.�20�

"QSJM

まんテンちゃん

ຬೱதֶߍʢؔ࿈ϖʔδ1�4ʣຬೱதֶߍʢؔ࿈ϖʔδ1�4ʣ

“ひまわりの里まんのう”を食で満喫 ～ひまわり牛が給食に～

ひまわ
り牛 牛丼

ひまわ
り牛 牛丼

　わ
た
し
が
通
っ
て
い
る
高
篠

小
学
校
に
は
、良
い
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

か
ら
、二
つ
の
活
動
を
し
ょ
う

か
い
し
ま
す
。

　一つ
目
は
、高
篠
小
学
校
で
伝

統
的
に
受
け
つ
が
れ
て
い
る
あ

い
さ
つ
運
動
で
す
。毎
朝
、児
童
会
役
員
と
先
生
方
が
校

門
に
立
っ
て
、大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。わ

た
し
も
、児
童
会
役
員
と
し
て
、あ
い
さ
つ
運
動
に
参
加

し
て
い
ま
す
。そ
の
時
に
は
、高
篠
小
学
校
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
あ
い
さ
つ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
札
を
持
ち
、全
校
生
が
気

持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
活
動
に
は
げ

ん
で
い
ま
す
。大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
人
が
ふ
え
て

き
て
、と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　二
つ
目
は
、毎
年一月
に
開
か
れ
る
高
篠
カ
ル
タ
大
会

で
す
。こ
の
高
篠
カ
ル
タ
は
、三
十
六
年
前
に
鈴
木
鋼
平

校
長
先
生
が
、高
篠
地
区
や
ま
ん
の
う
町
の
れ
き
し
や

し
せ
き
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、読
み
札
と
絵
札
を
作
ら
れ
た

高
篠
小
学
校
ど
く
自
の
も
の
で
す
。住
ん
で
い
る
町
の
こ

と
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、と
て
も
す
ば
ら

し
い
も
の
で
す
。み
ん
な
が
楽
し
め
る
、れ
き
し
あ
る
行

事
が
あ
る
こ
と
は
、と
て
も
ほ
こ
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　わ
た
し
は
、今
年
か
ら

児
童
会
役
員
に
な
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
、た
く
さ
ん

の
行
事
や
学
校
生
活
で
、

み
ん
な
が
協
力
し
た
り
交

流
し
た
り
で
き
る
機
会
を

ふ
や
せ
る
よ
う
に
、工
夫

し
て
い
き
た
い
で
す
。高

篠
小
学
校
を
よ
り
よ
い

学
校
に
で
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

池
田
　小
宵

高
篠
小
学
校
五
年

い
け
だ
　
　
　�

こ
よ
い

高
篠
小
学
校
の
よ
い
と
こ
ろ

学
校
記
者
ク
ラ
ブ
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　2
0
2
2
年
7
月
号
か
ら
10
回
に
わ
た
り「
綾
子
踊
」を
は
じ

め
と
す
る
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た「
風
流

踊
」に
関
し
て
の
記
事
を
皆
様
に
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
綾
子
踊
」を
は
じ
め
と
す
る
民
俗
芸
能
は
特
定
の
地
域
で

保
存
継
承
さ
れ
て
お
り
、認
知
度
が
低
い
の
が
実
状
で
す
。

　今
回
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
きっか
け
に
、ま
ん
の

う
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、日
本
全
国
の
方
々
か
ら
登
録
に
対
し

て
の
お
祝
い
の
言
葉
や「
綾
子
踊
」、「
風
流
踊
」に
つ
い
て
も
っ
と

知
り
た
い
と
い
う
よ
う
な
お
声
を
多
数
い
た
だ
き
、地
域
の
伝
承

に
とって
励
み
に
な
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　ま
ん
の
う
町
に
は
、「
綾
子
踊
」の
他
に
も
、国
の
名
勝「
満
濃

池
」や
国
の
史
跡「
中
寺
廃
寺
跡
」、県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
大
川
念
仏
踊
」な
ど
多
数
の
有
形・無
形
の
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、神
楽
や
獅

子
舞
、ち
ょ
う
さ
を

は
じ
め
と
す
る
皆
さ

ん
が
お
住
い
の
地
域

の
お
祭
り
な
ど
も
大

切
な
文
化
財
で
す
。

　今
後
も
町
民
の

皆
様
が
よ
り一層
文

化
財
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う

情
報
発
信
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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御
礼

コ
ラ
ム
の
終
了
に
際
し
、
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野
菜

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

野
菜

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
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●本誌に記載のある行事等につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により中止または順延となることがあります。


